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来春で閉校になる竹田市立宮城台小学校。

宮城地区との最後の合同運動会が開催されました。

来春で閉校になる竹田市立宮城台小学校。

宮城地区との最後の合同運動会が開催されました。



　
児
童
や
住
民
が
一
堂
に
会
し
た

開
会
式
。
伊
藤
校
長
は
「
こ
れ
ま

で
33
年
間
２
９
８
名
の
先
輩
方
が

宮
城
台
小
運
動
会
の
歴
史
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
に

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
の
は
、

そ
し
て
最
後
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
る

の
は
他
で
も
な
い
12
人
の
皆
さ
ん

で
す
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

方
を
お
迎
え
し
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
が
整

い
ま
し
た
。
最
高
の
運
動
会
を
目

指
し
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
全
力

で
競
技
す
る
姿
を
期
待
し
て
い
ま

す
」

　
宮
城
地
区
自
治
会
長
会
の
甲
斐

重
秋
会
長
は
「
最
後
の
運
動
会
に

ふ
さ
わ
し
い
思
い
出
に
残
る
運
動

会
に
し
て
く

だ
さ
い
。
私

た
ち
も
児
童

の
皆
さ
ん
の

勇
姿
を
目
に

焼
き
付
け
ま

す
」
と
あ
い

↑33年の歴史の最後となる宮城台小学校・宮城地区合同の大運動会に参加した児童や地区住民の皆さん

↑児童会長の長野倖大さん

　
宮
城
台
小
学
校
は
昭
和
61
（
１

９
８
６
）
年
、
宮
城
小
学
校
と
志

土
知
小
学
校
が
合
併
し
、
誕
生
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
通
じ

て
祖
父
母
や
地
域
の
人
と
触
れ
合

う
「
三
世
代
交
流
学
級
」
や
昔
な

が
ら
の
遊
び
を
楽
し
む
「
宮
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
、
ま
た
、
地
域
の
収
穫
祭

と
敬
老
会
「
敬
老
福
祉
・
食
彩
ま

つ
り
」
で
は
、
児
童
が
自
分
た
ち

で
つ
い
た
お
餅
を
会
場
で
振
る
舞

う
な
ど
、
地
域
住
民
と
温
か
い
交

流
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
７
、
８
世
紀
頃
、
九
州
有
数
の

紫
草
の
生
産
地
だ
っ
た
志
土
知
地

区
で
、
地
域
を
あ
げ
て
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
紫
草
の
根
を
使
っ

た
染
色
や
、
地
区
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
ピ
オ
ー
ネ
の
収
穫
、
「
宮
城
名

所
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
」
と
題
し
た
地

域
の
歴
史
文
化
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
学
ぶ
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
来
年
３
月
で
の
閉
校
が
決
ま
っ
た
宮
城
台
小
学
校
（
伊
藤
貴
久
生

校
長
、
12
人
）
。
33
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
同
校
と
宮
城
地
区
の
最
後
の
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
来
年
３
月
で
の
閉
校
が
決
ま
っ
た
宮
城
台
小
学
校
（
伊
藤
貴
久
生

校
長
、
12
人
）
。
33
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
同
校
と
宮
城
地
区
の
最
後
の
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

笑
顔
輝
く
〝
最
高
の
運
動
会
〞

開
校
か
ら
33

年
。
最
後
の
大
運
動
会

　
し
か
し
、
少
子
化
・
過
疎
化
に

よ
り
、
開
校
当
初
１
２
３
人
い
た

児
童
は
、
年
々
減
少
。
今
年
度
は

市
内
12
校
で
最
少
の
12
人
ま
で

減
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
２
年
先

ま
で
新
入
生
が
い
な
い
こ
と
か

ら
、
来
年
３
月
で
閉
校
し
、
４
月

か
ら
竹
田
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
。
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
、
く
じ
ゅ
う
連
山
を
望
む
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
少
し
曲
が
っ
た

白
線
と
、
蒼
穹
を
仰
ぐ
よ
う
に
渡

さ
れ
た
児
童
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
万

顔
旗
。
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
よ

う
と
テ
ン
ト
に
詰
め
か
け
た
地
区

の
皆
さ
ん
。

　
宮
城
台
小
学
校
・
宮
城
地
区
合

同
の
大
運
動
会
、
青
空
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
花
火
の
合
図
で
最
後
の

ス
テ
ー
ジ
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

１２
人
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

き
　
く
　
お

そ
う
き
ゅ
う

し
げ 

あ
き
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今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

10月号

人口のうごき

※令和元年９月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,542  人 　（－ 20 人 ）

男　性　10,093  人 　（－   6 人 ）

女　性　11,449  人 　（－ 14 人 ）

世帯数　10,230 世帯 （＋  9 世帯）

笑顔輝く“最高の運動会”

“オール竹田”で新商品 ほか

農業体験を将来に活かす ほか

第73回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

グランツたけた情報

前田裕二さん来たる！ ほか

たけたんトピックス／婚活コラム

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

監査公表／人権シリーズぬくもり ほか

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

40年歌い繋いだハーモニー／アッパレ！100歳以上44人

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！100歳／誕生おめでとう

竹田市人事行政の運営等の状況

11月１日は「おおいた教育の日」です
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別冊

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

　竹田市戸上の国指定史跡「七ツ森古墳群」の周辺

では彼岸花が今年も深紅の花を咲かせました。

　昭和29年頃から地元の人が同古墳の整備を始めた

ところ、野生の彼岸花が徐々に広がっていき、現在

では2000平方メートルに約20万本の彼岸花が咲くよ

うになりました。

　見頃となった９月中旬頃には多くの観光客や写真

愛好家が訪れ、一面に広がる真っ赤な彼岸花をカメ

ラに収めていました。

↑畑で収穫したピオーネを手にする児童たちと
　大塚敏雄さん・恭子さん夫妻

↑児童12人の似顔絵を描いた早川和さん（前列中央）

ス
テ
ー
ジ
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

さ
つ
。

　
児
童
会
長
の
長
野
倖
大
さ
ん
（
６

年
）
は
「
競
技
を
す
る
僕
た
ち
と

参
観
し
て
く
だ
さ
る
方
に
と
っ

て
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
運
動
会
に
し
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
、
『
め
ざ
せ
！
最
高
の
運
動

会
〜
12
人
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
〜
』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

最
高
の
運
動
会
に
な
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、

佐
竹
真
伍
さ
ん
（
６
年
）
と
吉
松

大
樹
さ
ん
（
同
）
が
「
協
力
し
合
っ

て
、
笑
顔
が
輝
く
運
動
会
に
し
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
住
民
や
保
護
者
、

卒
業
生
、
玉
来
ダ
ム
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
大
成
・
菅
・
友
岡
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
職
員

と
一
緒
に
22
の
種
目
を
楽
し
み
、

最
後
の
運
動
会
の
思
い
出
を
胸
に

刻
ん
で
い
ま
し
た
。

　
運
動
会
前
日
の
14

日
に
は
ピ

オ
ー
ネ
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
11
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ

の
地
域
学
習
。
農
業
を
営
む
大
塚

敏
雄
さ
ん
（
76
歳
・
炭
竈
）
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ピ
オ
ー
ネ

を
病
気
や
害
虫
か
ら
守
る
袋
掛
け

や
収
穫
作
業
を
体
験
し
て
い
ま
す
。 ピオーネのように大きく育って

　
５
ア
ー
ル
の
畑
に
は
、
今
年
も

濃
い
紫
色
を
し
た
ピ
オ
ー
ネ
が
た

わ
わ
に
実
り
、
児
童
た
ち
は
自
分

で
描
い
た
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
袋
を
見
つ
け
る
と
、
房
を

支
え
な
が
ら
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
大
塚
さ
ん
の
ピ
オ
ー
ネ
は
甘
く

て
お
い
し
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
佐
竹

真
伍
さ
ん
（
６
年
）
。
大
塚
さ
ん
は

「
児
童
の
皆
さ
ん
と
体
験
が
で
き

な
く
な
る
の
は
寂
し
い
。
自
然
が

相
手
の
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
は
よ
い
と

き
も
悪
い
と
き
も
あ
る
。
雨
の
日

が
多
か
っ
た
今
年
も
大
き
な
実
を

つ
け
た
よ
う
に
、
皆
さ
ん
も
ピ

オ
ー
ネ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

大
き
く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」
と

優
し
く
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

似
顔
絵
を
励
み
に

　
９
月
９
日
に
は
、
美
術
団
体
「
一

水
会
」
の
会
員
で
、
県
美
術
協
会

竹
田
支
部
長
の
早
川
和
さ
ん
（
81

歳
・
殿
町
）
が
全
校
児
童
12
人
の

似
顔
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
元
中
学
校
美
術
教

諭
。
平
成
10
年
３
月
に
退
職
す
る

ま
で
30
年
間
で
約
３
千
人
の
卒
業

生
の
似
顔
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
宮
城
台
小
学
校
が
開
校
し
た
昭

和
61
年
に
は
、
校
舎
内
に
壁
画
を

描
い
た
早
川
さ
ん
。
同
校
で
は
７

年
前
か
ら
卒
業
記
念
の
似
顔
絵
を

描
き
、
今
回
「
新
し
い
学
校
に
進

ん
で
も
絵
が
励
み
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
児
童
全
員
の
似
顔
絵
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。

　
早
川
さ
ん
は
児
童
一
人
一
人
の

目
や
口
元
の
特
徴
を
捉
え
、
色
紙

に
筆
ペ
ン
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
５

分
程
で
完
成
し
た
似
顔
絵
に
児
童

た
ち
は
大
喜
び
。
志
水
花
帆
さ
ん

（
６
年
）
は
「
み
ん
な
で
い
っ
ぱ

い
遊
び
、
思
い
出
を
作
っ
て
き
た

学
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
。

自
分
の
顔
に
そ
っ
く
り
な
似
顔
絵

を
大
切
に
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

こ
う 

だ
い

た
か
し

か
　
ほ

と
し  

お

し
ん  

ご

だ
い  

き
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“オール竹田”で新商品 ほか

↑新商品「竹田うまれ すぐ旨しいたけ」 の販売決定を喜ぶ関係者の皆さん

↑わずか10分で戻せる新商品「竹田うまれ すぐ旨
しいたけ」。低温乾燥による製法で旨味成分も２
倍に！

　
10
分
ほ
ど
で
湯
戻
し
が
で
き
る
乾

燥
椎
茸
の
新
商
品
「
竹
田
う
ま
れ
　

す
ぐ
旨
し
い
た
け
」
の
販
売
が
、
県

内
の
ス
ー
パ
ー
「
フ
レ
イ
ン
」
５
店

舗
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
生
椎
茸
を
低
温
乾
燥
す
る
こ
と

で
、
戻
し
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
た

こ
の
新
技
術
は
、
昨
年
10
月
、
本
市

に
九
州
本
部
大
分
事
務
所
を
開
所
し

た
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

菌
興
椎
茸
協
同
組
合
（
下
田
秀
一
代

表
理
事
組
合
長
・
鳥
取
市
）が
開
発
。

80
度
ほ
ど
の
湯
に
浸
し
て
戻
し
た
椎

茸
は
す
ぐ
に
調
理
に
使
え
、
味
も
旨

味
成
分
の
グ
ア
ニ
ル
酸
が
約
２
倍
に

増
加
、
苦
味
や
え
ぐ
味
が
少
な
い
の

が
特
長
で
す
。

　
商
品
は
、
市
内
の
生
産
者
８
人
が

今
年
の
春
に
収
穫
し
た
春
子
を
低
温

乾
燥
し
、
老
舗
椎
茸
問
屋
の
姫
野
一

郎
商
店
（
姫
野
武
俊
社
長
）
が
加
工
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
、
国
の

地
方
創
生
「
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
３
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行

わ
れ
た
商
品
発
表
会
で
、
首
藤
市
長

は
「
乾
し
い
た
け
の
生
産
量
日
本
一

の
本
市
か
ら
す
ば
ら
し
い
商
品
が
開

発
さ
れ
た
。
生
産
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
生
産
量
も
年
々
減
少
し
て
い
る

な
か
、
こ
の
新
商
品
が
起
死
回
生
と

な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
下
田
組
合

長
は
「
こ
こ
10
年
で
、
椎
茸
の
消
費

量
は
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
自
治
体
と
組
ん
だ
商
品
開
発
は

国
内
で
も
竹
田
市
だ
け
。
竹
田
市
発

で
消
費
の
喚
起
策
に
協
力
さ
せ
て
い

“オール竹田”で新商品

旬のカボスを堪能

↑「戻し時間が短くて助かる。手頃な値段で買い求
めやすい」と商品を買い物かごに入れる来店客

↑多くの来場者で賑わう会場

↑出品された肉用牛45頭の中から、見事グラン
ドチャンピオンに輝いた𠮷野さんの出品牛
「かつじの２」

た
だ
き
た
い
」、
姫
野
社
長
は
「
生
産

か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
オ
ー
ル
竹
田

で
進
め
た
画
期
的
な
商
品
。
乾
し
い

た
け
の
売
り
上
げ
は
低
迷
し
て
い
る

が
、
こ
の
商
品
が
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
生
産
者
の
大
塚
信
一
さ
ん

（
新
田
）
は
「
低
温
乾
燥
だ
と
燃
料

代
が
半
分
ほ
ど
で
済
む
。
商
品
が
売

れ
る
こ
と
で
農
家
に
活
気
が
生
ま
れ

れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
発
売
初
日
の
９
月
７
日
に
は
、
多

く
の
買
い
物
客
が
商
品
の
陳
列
さ
れ

た
「
生
鮮
食
品
コ
ー
ナ
ー
」
に
立
ち
寄

り
、
商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
商
品
は
１
回
で
使
い
切
れ
る
量

で
、
よ
り
多
く
の
消
費
者
に
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
１
袋
25
グ
ラ

ム
入
り
２
９
８
円
（
税
別
）
で
販
売
。

皆
さ
ん
、「
竹
田
う
ま
れ
　
す
ぐ
旨
し

い
た
け
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

��
野
純
子
さ
ん
（
直
入
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

　
８
月
29
日
、「
令
和
元
年
度
第
13

回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
」
が
久
住
家

畜
総
合
審
査
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、��
野
純
子
さ
ん
出

品
の
「
か
つ
じ
の
２
」
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
部
位
賞
（
品
位

賞
）
に
清
水
蔵
人
さ
ん
出
品
の
「
ゆ

り
み
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
に
輝
い
た
肉
用
牛
23
頭
の

う
ち
、
次
の
10
頭
が
10
月
26
日
に
別

府
公
園
（
別
府
市
）
で
開
催
さ
れ
る

大
分
県
畜
産
共
進
会
に
市
代
表
と
し

て
出
品
さ
れ
ま
す
。

【
第
１
区
】「
ゆ
り
み
」
清
水
蔵
人
（
久

住
）▽「
ま
つ
ば
」
志
賀
鶴
美
（
久
住
）

【
第
２
区
】「
さ
く
ら
」
熊
田
卓
馬
（
直

入
）▽「
き
ん
せ
い
２
１
２
」
内
田
俊

三
（
竹
田
）

　９月16日、「銀座のかぼす収穫祭」

が東京・銀座の紙パルプ会館で開催

され、飲食店関係者をはじめ、大分

県人会や竹田に縁のある方など約80

人が来場しました。

　白坂亜紀・竹田市東京事務所長や

銀座ミツバチプロジェクトの皆さん

の協力のもと、同会館で栽培されて

いるカボスを収穫。会場ではカボス

やサフラン、トマト等を使った料理

や、竹田産カボスを添えた気仙沼の

サンマが振る舞われ、来場者は旬の

料理に舌鼓を打っていました。

【
第
３
区
】「
か
つ
じ
の
２
」��
野
純

子
（
直
入
）▽「
み
つ
て
る
」
後
藤
克

寿
（
荻
）

【
第
４
区
】「
は
つ
み
30
」
内
田
俊
三

（
竹
田
）▽「
ひ
か
る
３
１
８
」
内
田

哲
郎
（
久
住
）

【
第
５
区
】「
ひ
ら
ふ
く
」
畑
山
貴
子

（
久
住
）※

女
性
の
部
▽「
ふ
じ
こ
１
５

８
」
内
田
哲
郎
（
久
住
）※

後
継
者
の
部

※

掲
載
は
出
品
牛
、
出
品
者
の
順
（
敬

称
略
）

は
る  

こ

う
ま

く
ら
ん
ど
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農業体験を将来に活かす ほか

↑受賞した（左から）今口美保さん、森田翔
輝さん、佐藤緋南さん

　
農
業
振
興
や
地
域
づ
く
り
に
協
力

し
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
、
昨
年
８

月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
本

市
と
東
京
農
業
大
学
（
東
京
都
）。

旧
荻
町
時
代
の
平
成
15
年
か
ら
、
農

業
生
産
や
加
工
・
流
通
過
程
の
実
地

研
修
を
目
的
と
し
た
同
大
学
の
実
習

生
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
農
村
で
の

農
業
体
験
を
通
じ
た
交
流
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
８
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で

の
８
日
間
、
国
際
食
料
情
報
学
部
国

際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
２
年
生

８
人
が
、
市
内
の
農
業
法
人
や
直
売

所
な
ど
８
施
設
で
実
地
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
農
家
民
泊
を
し
な
が

ら
、
ト
マ
ト
や
カ
ボ
ス
の
収
穫
作
業

や
農
産
物
の
販
売
、
ま
た
今
年
４
月

に
開
校
し
た
大
分
県
立
久
住
高
原
農

業
高
等
学
校
で
は
、
生
徒
と
一
緒
に

牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
セ
ロ
リ
の
苗

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

座
学
で
は
学
べ
な
い
経
験

塩
谷
温
子
さ
ん
（
鳥
取
県
出
身
）

　
実
習
で
初
め
て
牛
に
触
れ
、
農
作

物
の
収
穫
作
業
を
体
験
し
、
農
業
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
買
い
物
客
と
地
域
の
人
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
る
久
住
町
境
川
の
野

菜
無
人
販
売
所
「
菩
提
樹
の
里
」。

高
齢
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
今
後
の
研

究
テ
ー
マ
に
し
た
い
。

飯
塚
瑞
貴
さ
ん
（
群
馬
県
出
身
）

　
カ
ボ
ス
農
園
で

は
葉
を
取
る
作
業

を
体
験
し
、
手
間

暇
が
か
か
る
作
業

が
品
質
を
上
げ
、

美
味
し
い
カ
ボ
ス

を
作
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
顧
客
を
増

農
業
体
験
を
将
来
に
活
か
す

東
京
農
業
大
学
の
学
生
が
実
地
研
修

や
し
、
経
営
に
お
い
て
も
チ
ャ
ン
ス

に
繋
が
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

乙
田
真
志
さ
ん
（
東
京
都
出
身
）

　
家
族
意
識
が
高
く
、
手
作
業
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
農
場
。
最
先
端
の
機

器
を
導
入
し
、
効
率
を
重
視
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
に
重
き
を
置
い
て
い
る
農
業

法
人
。
農
業
に
も
各
々
考
え
方
や
経

営
理
念
が
あ
る
こ
と
を
、
８
施
設
で

の
実
習
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
。

三
橋
凌
人
さ
ん
（
神
奈
川
県
出
身
）

　
久
住
高
原
農
業
高
校
の
実
習
で

は
、
農
業
を
専
門
に
学
ぶ
生
徒
た
ち

の
将
来
を
見
据
え
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
、
意
志
の
強
さ
を
感
じ
た
。

　
食
品
関
連
企
業
へ
の
就
職
を
考
え

て
い
る
が
、
農
業
経
営
の
規
模
や
形

態
、
農
産
物
を
販
売
す
る
と
き
の
価

格
設
定
な
ど
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

将
来
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

↑久住高原農業高校で農業体験をする学生ら

↑市内で実地研修を行った東京農業大学の学生８人

　８月28日、「令和元年度『少年の主張』大分県大会」

が日出町中央公民館で開催されました。

　県内の中学生961人の応募の中から１次・２次審

査を通過した10人が出場し、学校や家庭、友達との

関わりの中で感じた思いを５分程度で発表しました。

　審査の結果、本市から出場した森田翔輝さんが最

優秀賞と、中学生審査委員の審査による共感賞を獲

得、佐藤緋南さん（久住中３年）が優秀賞、今口美

保さん（同２年）が優良賞に輝きました。

　森田さんは県

代表として、九

州ブロック審査

会（テープ審査）

に臨み、代表２

人に選出される

と12月に開催さ

れる全国大会に

進みます。

最優秀賞に森田翔輝さん（直入中３年）
竹
田
で
高
校
生
活
を
体
験

　
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
（
木
戸

孝
明
校
長
、
４
５
１
人
）
に
２
人
の

留
学
生
が
短
期
留
学
し
て
い
ま
す
。

　
２
人
は
ド
イ
ツ
人
の
花
・
ル
ッ
ツ

さ
ん
と
ア
メ
リ
カ
人
の
バ
サ
ン
・
ザ

カ
ー
ル
さ
ん
。
花
さ
ん
は
旧
直
入
町

の
第
６
代
国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
ル
ー
デ
ィ
ガ
・
ル
ッ
ツ
さ
ん

の
長
女
で
す
。

　
９
月
６
日
に
は
体
育
大
会
に
参
加

し
、
ム
カ
デ
競
走
や
綱
引
き
な
ど
の

競
技
に
臨
み
ま
し
た
。「
み
ん
な
で

リ
レ
ー
を
応
援
し
た
り
、
力
を
合
わ

せ
て
競
技
に
取
り
組
ん
だ
り
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
花
さ
ん
。
放
課

後
に
は
山
岳
部
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で
、「
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
自
然
が
豊
か

な
竹
田
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
」
と
流
暢
な
日
本
語
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

↑生徒と一緒に懸命に綱を引く花・ルッツさん（中央）

り
ゅ
う
ち
ょ
う

し
お
た
に
あ
つ  
こ

い
い
づ
か
み
ず  

き

み
つ
は
し
り
ょ
う
と

お
つ  

だ  

ま
さ  

し

ひ　な いまぐち  み

ほ

もり　た しょう  き
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祝「瀧廉太郎記念音楽祭」サントリー地域文化賞 受賞

瀧廉太郎記念
全日本高等学校声楽コンクール

第73回

北 海 道　仙石　珠希（北海道釧路湖陵高等学校）

北 海 道　角田　心暉（北海道札幌東高等学校）

宮 城 県　宮崎　　成（宮城県美田園高等学校）

山 形 県　櫻井　紗花（山形県立山形北高等学校）

福 島 県　保科　にこ（福島県立保原高等学校）

神奈川県　齋藤　美緒（神奈川県立弥栄高等学校）

石 川 県　奥村　麗音（石川県立金沢二水高等学校）

岐 阜 県　大野　詩乃（岐阜県立加納高等学校）

愛 知 県　吉川　知里（愛知県立明和高等学校）

滋 賀 県　居島　優海（滋賀県立石山高等学校）

京 都 府　勝山　輝大（京都市立京都堀川音楽高等学校）

大 阪 府　鈴木　正彰（大阪府立夕陽丘高等学校）

兵 庫 県　根津　桃子（兵庫県立西宮高等学校）

奈 良 県　新居　久実（帝塚山高等学校）

和歌山県　西尾実奈美（和歌山県立田辺高等学校）

鳥 取 県　羽柴　更紗（翔英学園米子北斗高等学校）

島 根 県　井上　夢菜（島根県立松江北高等学校）

岡 山 県　大月　佳子（岡山県立岡山城東高等学校）

広 島 県　切田　光星（広島県立三好高等学校）

山 口 県　鈴木　　薫（野田学園高等学校）

徳 島 県　永井　帆香（徳島県立名西高等学校）

香 川 県　藤原　東樹（香川県立坂出高等学校）

愛 媛 県　二宮慶太朗（愛媛県立松山盲学校）

高 知 県　髙木　紅杏（高知県立高知丸の内高等学校）

福 岡 県　有吉　琴美（福岡県立城南高等学校）

佐 賀 県　野中　　杏（佐賀県立佐賀西高等学校）

長 崎 県　森　　健音（長崎日本大学高等学校）

熊 本 県　淵脇　朋佳（熊本市立必由館高等学校）

大 分 県　宮田　唯名（大分高等学校）

大 分 県　山田かりん（大分高等学校）

宮 崎 県　長友リサ妃美子（宮崎県立宮崎大宮高等学校）

鹿児島県　橋本　浩子（鹿児島県立松陽高等学校）

沖 縄 県　上江田優介（沖縄県立豊見城高等学校)

音楽姉妹都市・仙台市代表　森﨑　愛香（仙台南高等学校）

竹 田 市　入田　真帆（大分県立竹田高等学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

市民の熱い応援を！史上最多タイ35名が出場

ウィーン留学報告演奏会 10/20（日） 12:30～

19
2019年10月

午後1時～

予選

日（土）20 午前11時～

本選

日（日）

竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉廉太郎ホール

入場無料

第72回大会　第１位

東京藝術大学１年／福岡

雙葉高等学校出身

占部 李佳さん

第72回大会　第２位

東京藝術大学１年／香川

県立坂出高等学校出身

島田 佳音さん

〈文部科学大臣賞〉

〈瀧廉太郎賞〉
ウィーン留学助成

１位・60万円　２位・40万円

主　　　催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・瀧廉
太郎記念音楽祭実行委員会

お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局
　　　　　　☎0974-63-4837

若き音楽家の歌声を

ぜひ会場でお聴きください
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グランツたけた情報

今
年
度
は
３
件
の

企
画
を
採
択
！

市
民
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※料金はすべて税込価格です。

市民企画応援プロジェクト

アンデスの風 南米音楽コンサート
日時　10月23日㈬　19:00 ～

会場　キナーレ

料金　一般　2,000円

　　　高校生　500円

　　　小・中学生　無料

iichikoグランシアタ・ジュニアオー
ケストラ＆竹田高校器楽部ジョイン
トコンサート
日時　10月27日㈰　15:00 ～

※入場無料（全席自由）

川畠成道ヴァイオリン・リサイタル
日時　11月23日㈯　15:00開演

料金　一般　3,000円

　　　竹田市民価格　2,000円

　　　（全席指定／未就学児入場不可）

宝くじ文化公演

日本舞踊公演 弧の会「コノカイズム」
日時　12月14日㈯　14:00開演

料金　一般　3,000円

　　　高校生以下　1,500円

　　　（全席自由／当日券500円増／３歳

未満入場不可）

DRUM TAO 新春公演「飛翔」
日時　・１月４日㈯　18:00開演

　　　　※17:00～鏡開きイベントあり

　　　・１月５日㈰　14:00開演

料金　一般　6,000円

　　　竹田市民価格　4,000円

　　　（全席指定／未就学児入場不可）

　「アンデスの風 南米音楽コンサート」

以外、会場は廉太郎ホール。有料託児

サービスあり（要事前申込）。お問い合

わせはグランツたけた（☎0974-63-

4837）までお願いします。

　
市
民
に
よ
る
企
画
を
公
募
し
、
共

催
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
応
援
す
る

「
市
民
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

今
年
度
は
、①
隆
声
群
企
画
「
や
ま

わ
き
た
く
や 

と 

き
く
む
ら
た
か
ふ

み 

２
人
の
指
揮
者
に
よ
る 

ま
ほ
ろ

う
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」、②

「
ア
ン
デ
ス
の
風
コ
ン
サ
ー
ト
」、③

「
藤
原
ひ
ろ
の
ぶ
お
話
し
会
〜
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
竹
田
の

水
を
考
え
よ
う
〜
」
の
３
事
業
の
採

択
が
決
定
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
で
は
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
夢
の
実
現
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

〝
ふ
ら×

き
ら
〞コ
ン
サ
ー
ト

　市
民
ラ
ウ
ン
ジ
で
〝
ふ
ら×

き

ら
〞
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
12
日
㈯  

15
時
〜

出
演
　
フ
ィ
ル
・
ホ
グ（
ピ
ア
ノ
、
歌
）

日
時
　
10
月
26
日
㈯  

12
時
15
分
〜

出
演
　
倉
堀
翔
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、

井
手
沙
耶
花
（
ピ
ア
ノ
）

日
時
　
11
月
４
日
㈪  

12
時
15
分
〜

出
演
　
田
島
安
有
美
（
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
）、
小
町
美
佳
（
ピ
ア
ノ
）

イベント情報

Vol.12  

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
！

  Vol.13　　  

田
島
安
有
美
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・

　

 

コ
ン
サ
ー
ト

倉堀翔さん田島安有美さん Phil Hoggさん

  Vol.11　　  

イ
ギ
リ
ス
を
楽
し
む

　

 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
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前田裕二さん来たる！ ほか

前
田
裕
二
さ
ん
来
た
る
!

愛称は「由学館」に

瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記
念
事
業

鈴
木
毅
一
か
ら
の

お
く
り
も
の

〜
時
を
超
え
、
大
分
県
竹
田
市
へ
〜

第
11
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

SHOWROOM株式会社
代表取締役社長

今
注
目
の
若
手
起
業
家
で
『
メ
モ
の
魔
力
』
著
者

前田裕二さん

　
昭
和
27
年
10
月
24
日
か
ら
28
日
に

か
け
て
、
川
端
康
成
先
生
は
竹
田
市

を
訪
れ
、
28
日
に
大
分
県
立
竹
田
高

校
講
堂
で
竹
田
高
校
生
を
前
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
生

徒
と
し
て
先
生
の
講
演
を
聴
く
機
会

を
得
た
方
々
は
、
今
な
お
そ
の
記
憶

を
強
く
し
、
そ
の
体
験
を
糧
と
し
、

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
端
康
成
先
生
が
本
市
に
残
さ
れ

た
足
跡
を
振
り
返
り
、
今
に
活
か

し
、
新
た
な
未
来
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
、
竹
田
高
校
の
生
徒
を

主
な
対
象
者
と
し
た
第
11
回
川
端
康

成
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
の
は
、

SH
O

W
R

O
O

M

株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
で
『
メ
モ
の
魔
力
』
著
者
の

前
田
裕
二
さ
ん
。
テ
ー
マ
は
「
未
来

を
切
り
拓
く
メ
モ
の
魔
力
」
で
す
。

一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
竹
田
高
校
の
生
徒
の
他
に
、
一
般

参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
聴
講
は
無
料
（
要
整
理
券
・
一
人

１
枚
ま
で
）
で
、
整
理
券
は
10
月
15

日
㈫
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
市
役
所

企
画
情
報
課
に
て
配
布
を
開
始
し
ま

す
。
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（h

ttp
s://

w
w

w
.e

g
o

v-o
ita.p

re
f.o

ita.jp
/jn

d
m

8
R

h
d

）
か
ら
も
同
日
の
午
前
10

時
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※

予
定
枚
数
が
な
く
な
り
次
第
、
配

布
を
終
了
し
ま
す
。
電
話
で
の
取
り

置
き
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※

一
般
の
お
客
様
は
２
階
席
と
３
階

席
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
３
階
席
は
場
所
に
よ
っ
て

は
ス
テ
ー
ジ
が
見
え
に
く
い
エ
リ
ア

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
６
日
㈬
　
午
後
１
時
50

分
〜
３
時
30
分
予
定
（
開
場
は
午
後

１
時
20
分
〜
）　

会
場
　
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

問 

企
画
情
報
課
　
☎
63-

４
８
０
１

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
）

　1987年東京生まれ。2010年に早稲田大学

政治経済学部を卒業後、外資系投資銀行に入

社。11年からニューヨークに移り、北米の

機関投資家を対象とするエクイティセールス

業務に従事。株式市場において数千億～兆円

規模の資金を運用するファンドに対してアド

バイザリーを行う。その後、０→１の価値創

出を志向して起業を検討。事業立ち上げにつ

いて、就職活動時に縁があった株式会社

DeNAのファウンダー南場氏に相談したこと

をきっかけに、13年５月、DeNAに入社。同

年11月に仮想ライブ空間「SHOWROOM」を

立ち上げる。15年８月に会社分割により

SHOWROOM株 式 会 社 設 立、同 月 末 に ソ

ニー・ミュージックエンタテインメントから

の出資を受ける。現在は、SHOWROOM株式

会社代表取締役社長として、SHOWROOM事

業を率いる。2017年６月には初の著書『人

生の勝算』を出版し19刷８万部超のベストセ

ラー。近著の『メモの魔力』は、発売２日で

17万部突破、現在39万部に。

　
竹
田
市
歴
史
資
料
館
跡
地
に
建
設

中
の
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
名
称
が
「
竹
田
市
歴
史
文
化

館
」
に
、
愛
称
が
「
由
学
館
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
愛
称
の
公
募
に
は
市
内
外
か
ら
55

人
、
１
７
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
委
員
会
に
よ
る
選
定
の
結
果
、

「
由
学
館
」（
応
募
者
は
市
民
匿
名
）

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
儒
教
の
経
典
「
礼
記
」
に
は
、「
君

子
如
欲
化
民
成
俗
、
其
必
由
学
乎

（
人
を
育
成
し
、
社
会
を
良
く
し
て

い
く
に
は
、
学
問
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）」
と
あ
り
、
岡
藩
８
代
藩

主
・
中
川
久
貞
は
藩
士
の
子
弟
を
教

育
す
る
学
問
所
（
藩
校
）
を
「
由
学
館
」

と
名
付
け
、
儒
学
を
中
心
と
し
た
教

育
を
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
理
念
が
受
け
継
が
れ
る
中

で
、
田
能
村
竹
田
や
瀧
廉
太
郎
、
朝

倉
文
夫
と
い
っ
た
優
れ
た
文
化
人
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　「
現
在
の
竹
田
の
文
化
の
原
点
」

で
あ
る
同
名
称
を
掲
げ
る
こ
と
で
、

歴
史
文
化
館
が
「
多
く
の
人
が
歴
史

文
化
の
魅
力
に
出
会
い
、
学
び
、
歴

史
を
未
来
へ
紡
い
で
い
く
」
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
の
設

計
に
よ
る
竹
田
市
歴
史
文
化
館
「
由

学
館
」
は
来
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
で
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
　
☎
63-

４
８
１
８

↑工事が進む竹田市歴史文化館

　
瀧
廉
太
郎
の
自
筆
譜
や
廉
太
郎
の

大
親
友
・
鈴
木
毅
一
氏
に
宛
て
た
書

簡
や
手
紙
な
ど
の
史
料
を
展
示
し
ま

す
。

 

第
１
弾
　

日
時
　
10
月
16
日
㈬
〜
24
日
㈭
　
午

前
９
時
〜
午
後
７
時

※

最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で

 

第
２
弾  ※

規
模
を
縮
小
し
ま
す

日
時
　
10
月
25
日
㈮
〜
11
月
１
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

会
場
　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

問 

商
工
観
光
課
　
☎
63-

４
８
０
７

く
ま
け
ん  

ご

ゆう    がっ   かん
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たけたんトピックス／婚活コラム

　「
第
43
回
大
分
合
同
新
聞
社
旗
争

奪
早
朝
・
夕
暮
れ
・
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
中
央
大
会
」
が
８
月
31
日

と
９
月
１
日
、
竹
田
市
民
球
場
他
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
29
チ
ー
ム
が
出
場
。
本
市
か
ら

は
ト
ン
ネ
ル
ズ
宮
砥
、
都
野
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
恵
良
原
の
３
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
降
雨
に
よ
る
中
断
を

挟
み
な
が
ら
も
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
４
年
ぶ
り
の
出
場
と

雨
中
熱
戦
、
白
球
追
う

橋爪さん、九州大会へ

↑手に汗握る接戦を制し、都野ソフト
ボールクラブがベスト８に

↑県代表として九州大会に出場す
る橋爪尚美さん

な
る
都
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

快
進
撃
。
１
回
戦
で
一
昨
年
の
優
勝

チ
ー
ム
、
北
海
添
（
臼
杵
市
）
に
４

対
３
、
２
回
戦
で
並
柳
（
由
布
市
）

に
６
対
４
で
競
い
勝
ち
、
ベ
ス
ト
８

に
進
出
し
ま
し
た
。

　
直
入
町
サ
ー
ク
ル
活
動
連
絡
協
議

会
（
小
野
光
一
会
長
）
主
催
の
「
第

38
回
見
ち
ょ
く
れ
祭
り
」
が
９
月
13

日
、
竹
田
市
直
入
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

み
ん
な
、
見
ち
ょ
く
れ
！↑カラオケを披露する参加者

　
こ
の
催
し
は
「
み
ん
な
見
ち
ょ
く

れ
！
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た

手
作
り
の
発
表
会
で
、
昭
和
57
年
に

ス
タ
ー
ト
。
直
入
公
民
館
な
ど
で
活

動
す
る
サ
ー
ク
ル
が
１
年
間
の
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
10
の
団
体
が
カ
ラ

オ
ケ
や
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
等
を
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
オ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
「O

pera 

P
iena di V

ita

」
の
皆
さ
ん
が
歌
劇

歌
姫
「
乾
杯
の
歌
」
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
生
花
や
写
真
、
絵
手

紙
、
神
楽
面
な
ど
の
作
品
展
示
が
行

わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
県
内
生
産
額
の
３
割
弱
を
占
め
、

「
大
分
の
野
菜
畑
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
野
菜
生
産
が
盛
ん
な
本
市
と
豊

後
大
野
市
。
野
菜
を
食
べ
て
、
学
ん

で
、
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
竹
田
＆
豊

後
大
野
べ
ジ
食
ぶ
る
フ
ェ
ス
」
が
９

月
23
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
芝
生
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
県
立
農
業
大
学
校
や

道
の
駅
な
ど
か
ら
12
店
舗
が
出
店
。

旬
の
野
菜
の
販
売
に
加
え
、
両
市
の

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
焼
き
そ
ば

や
カ
レ
ー
な
ど
自
慢
の
一
品
が
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
重
量
当
て
ク
イ
ズ

〝
野
菜
食
べ
る
〞
フ
ェ
ス

↑両市の野菜をたっぷり使った焼きそばを買
い求める来場者

「
８
３
１
グ
ラ
ム
を
当
て
て
野
菜
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
」
や
、
野
菜
版
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「
べ
ジ
食

ぶ
る
ボ
ッ
ク
ス
」
づ
く
り
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

竹田の婚活を“のぞき見” コラム⑪

一番大切な人は、一番近くにいます

　竹田えんむすびでの結婚相談所事業「ぼくらの結婚そう

だんじょ」がスタートしています。婚活や恋愛についての

現状やこの先どんな結婚をしたいのか、自分の恋愛の傾向

などを伺って、具体的にどういう行動を取るべきか一緒に

計画を立てるというものです。計画とともに、婚活がス

ムーズにいく考え方（婚活マインドセット）もお伝えします。

　毎回お話ししたことがあります。「一番大切な人は、一番

近くにいる」ということです。大切な人＝自分自身です。

自分を認めて愛すること。それが他者を愛する一歩にもな

ります。

Ａ「失敗したかも」と不安そうに出されたカレー

Ｂ「大好きなレシピで作ったの！」とうれしそうに出され

たカレー

　どちらをおいしく感じると思いますか？

　自己評価は、実は、他者からの自分への評価に深くリン

クするんです。自分なんてきっと好きになってもらえない、

きっと自分といても楽しくない。不安が湧いてくることも

あるでしょう。

　でも、人間凸凹があって当たり前。完璧な人間がいたら

怖いし、一緒にいて疲れるような気もします。欠点のある

自分ごと愛してくれる人、そして欠点ごと愛したい方と、

きっと出会える。そんな根拠のない自信こそ、愛し、愛さ

れる秘訣です。
竹田えんむすび公式サポーター 

合同会社ｆｕｆｕ 代表　市原　史帆

竹田えんむすびはコチラから→http://taketa-en.info/

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
竹
田
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
す
る
橋
爪

尚
美
さ
ん
（
中
村
）
が
、
10
月
13
日

に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
41
回

全
九
州
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
」
に
、
県
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

べ

ジ

タ

ブ

ル

や
　
さ
　
い
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インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

２ 助成期間　10月１日～令和２年１月31日まで

３ 助成回数　いずれの方も助成期間内に１回限りの助成

４ 市内協力医療機関（接種する際は各医療機関にお問い合わせください）

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

インフルエンザ予防接種は保険健康課（☎63-4810）、おおいた子育てほっとクーポンは社会福祉課（☎63-4811）までお問い合わせください。

　市では次の内容でインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。

１ 対象者（対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担となります）

① 65歳以上の方

　（接種時点）

② 60歳以上65歳未満の方で、

心臓、じん臓または呼吸器

の機能に自己の身辺の日常

生活活動が極度に制限され

る程度の障がいを有する方

及びヒト免疫不全ウイルス

により免疫の機能に日常生

活がほとんど不可能な程度

の障がいを有する方

③ 上記に該当しない

　 竹田市国民健康保険の方
接種料から1,000円

を差し引いた額

※接種料は医療機

関によって異なり

ます。

○市内の協力医療機関で接種する場合

　医療機関の窓口で自己負担額をお支払いください。

○市外（県内）で接種する場合

　高齢者インフルエンザ予防接種相互乗り入れ協力医

療機関であれば、市内で接種した場合と同様に費用の一

部を助成します。

※県外で接種する場合は接種前に依頼書の発行が必要

になりますので、接種予定日の１週間前までに保険健康

課または各支所地域振興課で申請をしてください。

○生活保護を受給されている方

　接種料は無料です。接種する際は社会福祉課で発行

する証明書を医療機関窓口に提出してください。

○市内の協力医療機関で接種する場合

　医療機関の窓口で自己負担額をお支払いください。

○協力医療機関以外で接種する場合

　一旦医療機関の窓口で料金を支払っていただき、保険

健康課または各支所地域振興課で返還の手続きをしてく

ださい。

対　象

医療機関名 対象年齢 電話番号

自己負担額 接 種 方 法

1,600円

医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田クリニック 13歳以上 64-9000

入院患者及びかかりつけ患者のみかかりつけ患者優先

医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田医師会病院◆ ― 63-3241

医療機関名 対象年齢 電話番号

◆マークはおおいた子育てほっとクーポンの利用ができます。

伊藤医院

大久保病院◆

加藤内科医院

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

佐藤医院

志賀内科◆

小学生以上

６歳以上

６歳以上

高校生以上

16歳以上

６歳以上

７歳以上

75-2222

64-7777

63-2006

76-0008

63-2304

68-2005

63-2083

竹田診療所◆

道全内科◆

秦医院

みはらクリニック

柚須医院

竹田市立こども診療所◆ 

６歳以上

６歳以上

13歳以上

７歳以上

13歳以上

―

62-4014

63-2270

63-2246

62-3850

63-2016

63-3838

　
竹
田
市
温
泉
ヘ
ル
ス
ケ
ア
推
進
協

議
会
設
立
総
会
が
９
月
18
日
、
市
役

所
本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
が
進
め
る
「
温
泉
を
活
用
し
た

健
康
寿
命
延
伸
モ
デ
ル
事
業
」
の
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
、
本
市
と
別
府
、

豊
後
高
田
の
３
市
を
選
定
。
心
の
健

康
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
繋
が
る
健
康

増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
、
デ
ー
タ

の
収
集
を
行
う
た
め
、
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
温
泉
利
用
型
健
康
増

進
施
設
（
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御

前
湯
・
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
）
や
ク
ア
パ
ー
ク
長

湯
を
活
用
し
た
２
泊
３
日
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン

ス
調
査
結
果
を
基
に
、
県
外
の
健
保

組
合
や
企
業
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た

な
産
業
・
雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

温
泉
で
健
康
寿
命
延
伸

↑協議会では新たな健康増進プログラムの
開発を進めます
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休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

第47回 就学前に３種混合と
不活化ポリオワクチンを

　
今
回
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
新

し
い
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
日
本
で
は
２
０
１
２
年
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
百

日
咳
、
破
傷
風
、
ジ
フ
テ
リ
ア
）
に

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
で
稀
に
起
き
る
副
反
応

を
回
避
す
る
目
的
で
国
が
決
め
た
こ

と
で
し
た
。
し
か
し
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
生
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
免
疫
を
つ

け
る
力
が
弱
い
の
で
、
専
門
家
の
間

で
は
年
齢
が
上
が
っ
た
と
き
に
免
疫

が
弱
ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
、
小
学
生
で
ポ
リ
オ
と
百
日

咳
の
免
疫
が
低
下
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
日
本
小
児
科
学
会
は
就
学
前

に
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
接
種
す
る
推

奨
を
出
し
ま
し
た
（
こ
こ
で
本
来
は

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
製
品
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
接
種
回
数
を
超
え
て
し
ま
う
た

め
、
別
々
に
接
種
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
）。
こ
れ
ら
は
欧
米
で
は
定
期

接
種
で
す
が
、
日
本
で
は
任
意
接
種

（
有
料
）
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に

日
本
で
は
11
歳
で
百
日
咳
を
除
い
た

２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
を
し
て

い
ま
す
が
、
欧
米
で
は
こ
こ
に
も
百

日
咳
を
加
え
た
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
定
期
接
種
し
て
お
り
、
日
本
小
児

科
学
会
は
こ
れ
も
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
今
、
日
本
で
１
人
で
も
ポ
リ
オ
の

患
者
さ
ん
が
発
生
し
た
ら
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
以

降
の
百
日
咳
が
増
え
て
お
り
、
大
分

県
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い

な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
感
染
し
重
篤
化
し

た
例
も
出
て
い
ま
す
。

　
竹
田
の
子
ど
も
は
市
の
助
成
に

て
、
ほ
と
ん
ど
の
ワ
ク
チ
ン
を
無
料

で
接
種
し
て
き
ま
し
た
。
せ
め
て
、

就
学
前
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
有
料
で
も

接
種
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授
　
是
松
聖
悟
．）

小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

10／　６㈰

10／13㈰

10／14㈪

10／20㈰

10／22㈫

10／27㈰

11／　３㈰

11／　４㈪

ふじさわ歯科医院

竹田市荻歯科診療所

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

まつもと歯科クリニック

久住加藤医院　歯科診療部

長湯ごとう歯科

☎64-1118

☎68-3263

☎76-0024

☎75-3001

☎68-3263

☎62-2400

☎76-0008

☎75-3001

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

10／　５㈯

10／　６㈰

10／12㈯

10／13㈰

10／14㈪

10／19㈯

10／20㈰

10／22㈫

10／26㈯

10／27㈰

11／　２㈯

11／　３㈰

11／　４㈪

10月の休日及び夜間の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-2083

76-0008

63-2304

64-9000

63-3241

64-7777

63-2270

63-2006

63-2083

63-3387

63-2016

64-7777

63-3241

64-7777

63-2083

63-2270

竹田診療所

伊藤医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

竹田医師会病院

志賀内科

秦医院

加藤病院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

道全内科

柚須医院

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

志賀内科

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

竹田クリニック

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

柚須医院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

志賀内科

道全内科

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

62-4014

75-2222

63-3241

64-7777

63-2270

63-3241

63-2083

63-2246

63-2338

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

63-2270

63-2016
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

4

11

18

25

5

12

19

26

3

10

17

24

31

　多忙な平日をお過ごしの
女性の皆さまのために、日本
乳 が ん ピ ン ク リ ボ ン 運 動
（NPO法人J.POSH）では、毎
年10月の第３日曜日に全国
どこでもマンモグラフィー検
査が受診できる環境づくり
を推奨しており、ジャパンマ
ン モ グ ラ フ ィ ー サ ン デ ー
（J.M.S）と銘打っています。
竹田市での賛同医療機関は
社会医療法人社団大久保病
院です。

日時　10月20日㈰
　　　8:30 ～ 10:00
内容　マンモグラフィー（２方

向）・乳房超音波検査
　　　※女性技師が対応
料金　マンモグラフィー・

超音波とも3960円（税
込）

※マンモグラフィーは無料
クーポン対応あり

※要予約。両検査とも先着
10人程度

　・問社会医療法人社団大
久保病院健診部　☎64-7777

10月20日は日曜日に
乳がん検査を受けられる日です

　登記、税金、年金、道路、土地の境界問題など暮らしの中の困

りごとを行政機関、税理士等の専門家に相談してみませんか？予

約は不要で、相談無料、秘密を厳守します。

日時　10月29日㈫ 10:00～13:00

　　　（受付は12:30まで）

会場　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール

問 総務省大分行政監視行政相談センター

　 （きくみみ大分）☎097-533-1100

くらし・行政なんでも相談所を開設します

・竹田温泉「花水月」休館日

・第24回ふるさと再発見ツアー「古代

から近代の歴史と文化をめぐる旅

（宮崎県西都市方面）」7:30までに竹

田温泉花水月集合 ☎63-2638（竹

田市観光ボランティアガイド委員会）

・【納期限】市県民税（３期 ）、国民健

康保険税（７期）、介護保険料・後期

高齢者医療保険料（４期）

・竹田温泉「花水月」休館日

・第80回大分県畜産共進会 （乳
用牛の部）9:15～（みどりの
王国〈大分市〉）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・豊肥家畜市場 〔子牛〕 9:30～
せり開始（豊後豊肥家畜市場）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・岡城清掃の日 8:00～（国指定史跡岡
城跡）

・玉来地区福祉健康の集い 8:30～受付
（玉来分館体育館）

・宮處野神社秋季大祭（神保会）11:00
～本宮お発ち 15:00～下宮お発ち（宮
處野神社及び石田天神）

・たけのこ文庫のおはなし会 15:00-15:30
（竹田市立図書館）

・城原八幡社秋季大祭（夜神楽）17:30-
22:00（城原八幡社）

・竹田温泉「花水月」休館日

・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・第10回竹田市農業委員会総

会 13:30～（市役所本庁３階会
議室３、４）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・ダン・タイ・ソン ピアノリサイ

タル 13:30開場 14:00開演(グ
ランツたけた）☎63-4837（グ
ランツたけた）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」臨時休業

・竹田温泉「花水月」休館日

・第22回直入愛育まつり 8:30-13:00（直入総
合運動公園中央グラウンド・直入公民館）

・第15回竹田市中学校駅伝競走大会 8:30
～開会式（日本一のマラソン練習コース）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）※
要予約（前日午前中まで）☎63-3346（竹
田市心の相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの会」 
19:00-21:30（みんなのいえカラフル）☎

090-5470-8998（山口）

・第73回瀧廉太郎記念全日本

高等学校声楽コンクール予選 

13:00～（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市総合社会福祉セン
ター）☎75-3688（温泉利用
相談室）

・第73回瀧廉太郎記念全日本

高等学校声楽コンクール開会

式 18:30～（グランツたけた）

・第１回障がい児・障がい者家

族交流会 10:00-12:00（新星館
障害福祉サービスセンター

〈豊後大野市大野町〉）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・第71回画聖「田能村竹田」先

生をしのぶ美術祭特賞作品展

示（～11/４㈪まで）（グラン
ツたけたギャラリー）　

・第80回大分県畜産共進会 （肉
用牛の部） 8:45～（別府公園
文化ゾーン）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大

分県豊肥振興局）※要予約☎63-1171（豊
肥振興局）

・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社
会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健
センター）※要予約（前日午前中まで）☎
63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

　 こ よ み 10月

10月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510

〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

10月16日㈬

10月17日㈭

10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

【竹田】
・４日・18日㈮ 13:00-15:00
　みんなのいえカラフル
【荻】
・15日・29日㈫ 13:00-15:00
　荻「しらみず」
【久住】
・８日㈫・24日㈭ 13:00-15:00
　久住「りんどう」
【直入】
・11日・25日㈮ 13:00-15:00
　直入「ゆのはな」
【竹田北部「双城」】
・３日・10日㈭ 13:00-15:00 
　出会いの湯
【竹田南部「あけぼの」】
・★９日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・16日㈬ 13:00-15:00
　宮砥分館
・15日㈫ 13:00-15:00
　あ祖母学舎
【都野】
・10日・24日㈭ 13:30-15:30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座、
もの忘れ相談会を開催します。

秋の行楽シーズンに向けて「岡城登城バス」を運行します。10月の運行日は５日、６日、12日、13日、14日、

19日、20日、26日、27日です。土日を中心に運行しますが、天候等により運休する場合もあります。

最
低
賃
金
は
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　
☎
０
９
７-

５
３
６-

３
２
１
５

公益財団法人大分県市町村振興協会
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

・扇森稲荷神社（こうとうさま）秋季

大祭 9:00～（扇森稲荷神社）

・久住高原まつり・久住高原牛肉ま

つり 10:00-14:30（久住町南登山

口特設会場（星ふる館隣））☎76-

1116（久住高原まつり実行委員

会）

・Autumn Concert in 久住さやか  

16:30-18:00（久住さやか）

・荻の里温泉休館日

・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直

入支所）※要予約（前日午前中ま

で）☎63-3346（竹田市心の相談

支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・１歳６か月児健診 13:00～受
付（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3688（温泉利用相
談室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・もぐもぐ教室 （５～６か月児）

9:30～受付（竹田市総合社会
福祉センター）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日

・長湯おんせん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・年金相談 ［完全予約制］ 10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）☎

097-552-1211（日本年金機構大分年金

事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00

（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-

7089（大分県行政書士会事務局）

・グランツたけた休館日

・田能村竹田ゆかりの地めぐり 9:00ま

でにJR豊後竹田駅集合 ※参加費

1000円  ☎62-4100（竹田創生館）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市

立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎

75-3688（温泉利用相談室）

・郷土の自然に親しみ植物を観察する

会「秋の豊栄林道沿い・傾山岩峰景

観とツガ林を歩く」8:00までに市役

所駐車場集合 ※参加費1000円

☎62-4100（竹田創生館）

・奏リコーダーアンサンブル第15回定

期演奏会 13:00～開場 13:30～開演

（グランツたけた）☎090-7290-4935

（奏リコーダーアンサンブル事務局・

吉野）

・城原八幡社秋季大祭 9:00～
（城原八幡社）

・B&Gフォトウォークラリーinな

がゆ2019 9:00～開会式（竹
田市直入B&G海洋センター
体育館スタート・フィニッシュ）

・竹田市文化連盟秋季芸能祭 
12:00～（グランツたけた）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり

開始（豊後豊肥家畜市場）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎

75-3688（温泉利用相談室）

・アンデスの風南米音楽コンサート 

19:00～（グランツたけた）

・グランツたけた休館日 ・陽目の里「名水茶屋」休業日

・くらサポ大広場 9:30～（竹田
市総合社会福祉センター）

・第28回B&G財団会長杯争奪直入地域

バレーボール大会 9:00～開会式（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

・第31回騎牟礼城址公園祭り 10:00-15:00

（豊岡小学校体育館）

・市 長 杯ケーブルウェイクボード大 会

10:00～（長湯ダム湖ケーブルウェイク

パーク）

・iichikoグランシアタ・ジュニアオーケスト

ラ＆竹田高校器楽部ジョイントコンサー

ト 15:00～（グランツたけた）

・ジャパンマンモグラフィーサン

デー 8:30-10:00（社会医療法
人社団大久保病院）※要予
約 ☎64-7777（大久保病院）

・第73回瀧廉太郎記念全日本

高等学校声楽コンクール本選

及び表彰式 11:00～（グランツ
たけた）

・荻の里温泉休館日

・グランツたけた休館日

・第28回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入
少年剣道大会・第56回直入町少年
剣道大会 9:00～開会式（竹田市直
入B&G海洋センター体育館）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・ミュージカル油屋熊八～久住バー
ジョン 13:00開場 14:00開演（久住
公民館くじゅうサンホール）※入場
料1000円（全席自由）☎76-0717

（久住文化協会事務局）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

 11月上旬の主な予定　※９月24日現在

 １日㈮  ・第71回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 8:45～（グランツたけた）
 ２日㈯～３日㈰
　　　   ・画聖田能村竹田185年祭遺墨展・茶掛展 9:00-16:00（旧竹田荘画聖

堂）、お茶席 9:00-15:00（旧竹田荘）
 ３日㈰  ・第14回トマト天国inおぎ・第40回荻ふるさと祭り 9:00～（荻福祉

健康エリアグラウンド）
　　　   ・第71回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭特賞入賞者表彰式 

10:30～（グランツたけた）
 ５日㈫  ・竹田市男女共同参画推進大会 15:00～（竹田市総合社会福祉センター）
 ６日㈬  ・第11回川端康成記念講演会 13:50～（グランツたけた）
 ８日㈮  ・子育て講演会 19:00-21:00（竹田市総合社会福祉センター）

月
間
・
そ
の
他

日時　11月９日㈯ ９:30～15:00

会場　大分県立農業大学校グラウンド

内容　農産物販売、農大見学会、学生模

擬店、三重総合高校神楽等各種

イベント

※雨天時は内容を変更し、体育館で開催

します。駐車場は農大の駐車場とグラ

ウンドを利用してください。

問 大分県立農業大学校教務課

　 ☎0974-22-7582

大分県立農業大学校 第37回農大祭

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

体育の日

即位礼正殿の儀

〇赤い羽根共同募金運動

　（～３/31）

〇間伐推進強化月間（～11/30）

〇土地の日・土地月間

〇都市緑化月間

〇３Ｒ（リデュース・リユース・

リサイクル）推進月間

〇臓器移植普及推進月間

〇骨髄バンク推進月間

〇受信環境クリーン月間

〇全国・自然歩道を歩こう月間

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市

立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎

75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田

市総合社会福祉センター）※要予

約（前日午前中まで）☎63-3346（竹

田市心の相談支援事業所）

　竹田温泉花水月は、平成13年11月１日にオープンし、開館19年目を
迎えます。この度、オープン記念としてイベントを実施します。ぜひご来
館くださいませ。
実施期間　11月１日㈮～４日㈪　  営業時間　11:00～22:00
イベント内容　⑴入浴料金　市外大人500円、市内大人350円が一律
200円▽小学生200円が100円▽６歳未満は無料　⑵入浴回数券　
11枚綴り（3500円）がプラス１枚の12枚▽23枚綴り（7000円）がプラス
３枚の26枚▽35枚綴り（10500円）がプラス５枚の40枚　⑶スタンプ
サービス　スタンプ２倍デー

問 竹田温泉花水月　☎64-1126

竹田温泉花水月 オープン記念感謝イベント

い   い    ふ   ろ

最
低
賃
金
が
７
９
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
　
大
分
県
最
低
賃
金
は
10
月
１
日
か
ら
「
時
間
額
７
９
０
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
地
域
貢
献

活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
介
護
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
取

り
組
み
を
来
年
１
月
か
ら
始
め
ま

す
。

　

市
に
受
入
先
と
し
て
登
録
さ
れ
た

介
護
保
険
指
定
事
業
所
に
て
、
次
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
う
元
気

な
高
齢
者
を
応
援
し
ま
す
。

○
事
業
所
内
で
行
う
配
膳
・
下
膳
の

補
助
、
外
出
・
移
動
補
助
、
利
用

者
の
話
し
相
手
な
ど

○
事
業
所
内
や
周
辺
で
行
う
草
刈
り

作
業
や
清
掃
作
業
な
ど

⑴
利
用
方
法

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
活
動
を

希
望
す
る
方
は
、
高
齢
者
福
祉
課
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
後
、
各
事
業
所
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑵
活
動
記
録

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
時
間
に
つ

き
１
ポ
イ
ン
ト
（
１
０
０
円
換
算
）

が
事
業
所
か
ら
付
与
（
１
日
の
上
限

は
２
ポ
イ
ン
ト
）
さ
れ
、
累
計
10
ポ

イ
ン
ト
以
上
か
ら
交
付
金
に
換
算
で

き
ま
す
。
換
算
で
き
る
上
限
は
年
50

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

事
業
所
で
は
人
手
が
足
り
て
お
ら

ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
で
も
助

か
る
状
況
で
す
。
制
度
の
内
容
等
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者

福
祉
課
介
護
保
険
係
（
☎
63

－

４
８

０
９
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
分
野
へ
の
多
様
な
人
材
の
確

保
と
参
入
を
促
し
、
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
地
域
活
動
を
支
え

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
日
常

に
役
立
つ
介
護
の
知
識
や
介
護
職
と

し
て
の
必
要
な
基
本
的
な
技
術
の
実

践
的
手
法
を
学
ぶ
研
修
で
す
。

日
程　

10
月
27
日
・
11
月
３
日
・
11

月
17
日
・
12
月
１
日
の
４
日
間
（
い

ず
れ
も
日
曜
日
）

会
場　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
２
階
２
０
３
号
（
大
分

市
明
野
３

－

４

－

２
）

対
象
者　

介
護
未
経
験
者
で
、
か
つ

介
護
職
と
し
て
資
格
を
持
た
な
い
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
定
年
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方

⑵
元
気
な
高
齢
者
の
方

⑶
子
育
て
が
一
段
落
し
た
方

⑷
家
庭
介
護
に
関
心
の
あ
る
地
域
住

民
や
学
生
の
方

内
容　

「
基
礎
講
座
」
３
時
間
と
「
入

門
講
座
」
18
時
間
の
研
修
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
修
了
者
に
は
修
了
証
明
書

を
交
付

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

10
月
11
日
㈮
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
（
大
分
県
社
会
福
祉

介
護
研
修
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

７
０
０
０
）
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
所
有
者
（
登
記
が
あ
る
も
の
は
登

記
名
義
人
）
に
か
か
り
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12
月
末

ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
き

が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
所
有
者

に
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
か
か
り

ま
す
。

土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

次
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
法

務
局
で
登
記
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は

連
絡
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
　
護

介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
を
始
め
ま
す

大
分
県
介
護
入
門
者
研
修

税
　
金

土
地
・
家
屋
の
異
動
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

10月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

ＮＰＯ法人夢
ゆめつと

苞主催  子育て講演会

あなたとつくる 健康スポレク広場

星降る久住の カップリングパーティー

　今回の子育て講演会の講師は福岡県糸島市在
住の子育てシンガー、monさん。「うまれてきて
くれてありがとう」をテーマに講演が行われます。
　monさんの体験を通じ、子どもへの愛情や想
い、「いのち」の大切さに触れてみませんか？皆
さまのご来場をお待ちしています。
日時　11月８日㈮　午後７時～９時（予定）
　　　（受付は午後６時30分～）
会場　 竹田市総合社会福祉センター
※参加料は無料です。
※託児は竹田市子育てサポートセンター「ゆめ
いかだ」（☎090-2084-7912）まで事前にお申し
込みください。

問 竹田こねこクラブ　☎63-1186

　運動やスポーツ、レクリエーションを通して、
心と体の健康づくりを始めませんか？
日時　 10月17日、11月 ７ 日、11月21日、12月

５日（いずれも木曜日）午前９時～ 12時
場所　竹田市総合社会福祉センター
定員　30人
参加料　2000円（４回分、保険料含む）
申込締切　10月10日㈭

■申・問  竹田市レクリエーション協会・後藤　
　　　   ☎・FAX 62-4861

　毎月第４土曜日に開催している「久住高原星
空の巡り」に合わせて、カップリングパーティー
を開催します。
　星空の下で素敵な出会いを探してみませんか？
日時　 10月26日㈯　午後３時～８時（受付は午

後２時30分～）
会場　くじゅう花公園
対象　 男性は29～40歳くらいまでで市内在住ま

たは市内勤務の方、女性は26～40歳くら
いまでの方

料金　男性は5000円、女性は2500円
定員　男女各12人
※JR大分駅、豊後竹田駅から送迎あり

■申・問  九州アルプス商工会　☎76-0151
　　　　 E-mail:info@kyusyu-alps.oita-shokokai.or.jp
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たけたんインフォ

土
地
の
異
動

・
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合　

・
耕
作
を
し
な
く
な
っ
て
何
年
も
経

過
し
て
い
る
農
地
が
あ
る
場
合

家
屋
の
異
動

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場

合・
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
場
合

問 

税
務
課
資
産
係

☎
63

－

４
８
０
３

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後

か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ

り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社

会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
及
び
納
付
方
法

　

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
う

え
で
、
納
付
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

口
座
振
替
並
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
渡
し
し
た

納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

⑴
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等

期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

⑶
保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受

け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１
１

　

浄
化
槽
は
微
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
）

の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す

る
装
置
で
す
。
次
の
３
項
目
を
行
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
正
し
い
維
持

管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑴
浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
（
定
期
的
な
保
守
点
検
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。
市
内
の

保
守
点
検
業
者
は
、
竹
田
衛
生
社
や

古
森
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
で
す
。

⑵
浄
化
槽
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
（
年
１
回
以
上
の
汚
泥
の
引
き
抜

き
や
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
）。
市
内
の
清
掃
業
者
は
竹
田
衛

生
社
で
す
。

⑶
浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
年
１
回
の
水
質
検
査
等
の

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
）。
県
内
で
は
大
分
県
環
境
管
理

協
会
（
☎
０
９
７

－

５
６
７

－

１
８
５

５
）
が
検
査
機
関
で
す
。

問 

上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
８
１
・

１
８
５
）

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
を
使
用
中
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
表
示
さ

れ
た
。「
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
る
と
最
新
の
ス
マ
ホ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
、
住
所
、
名
前
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
を
入
力
し
た
。
そ
の
後
自
動
的

に
別
の
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
に
な

り
、
海
外
の
業
者
か
ら
月
額
利
用
料

を
請
求
さ
れ
た
、
と
い
っ
た
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
「
ス
マ
ホ
が
当
選
し
た
」「
最

新
の
ス
マ
ホ
が
１
０
０
円
で
買
え

る
」
な
ど
と
い
っ
た
広
告
を
き
っ
か

け
に
契
約
し
て
し
ま
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か
？

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
は 

「
浄
化
槽
の
日
」

消
費
者
行
政

有
料
サ
ー
ビ
ス
へ
誘
導
す
る
海
外

の
事
業
者
に
ご
注
意

第９回荒城の月短歌大会 作品を募集します
　今年のテーマは「橋」です。皆さんのご応募をお待ちしています。

テーマ　①題詠「橋」　②自由詠

内容　作品は自作で未発表のものに限り、１テーマにつき一人２首

まで。２つのテーマのうちどちらか、もしくは両方に応募可。題詠

については必ず「橋」の文字を入れること。読み方は問いません。

選考　選者は歌人の川野里子さん（第15回若山牧水賞受賞、竹

田市出身）

入選　「一般の部」はテーマごとに最優秀賞１首・優秀賞２首・

佳作10首▽「小中学生の部」「高校生の部」はテーマごとに最優

秀賞１首・優秀賞２首・佳作５首

※特別賞として角川『短歌』編集部賞１首（最優秀首より選考）

発表方法　入選作品は２月中旬に竹田市公式ホームページ、３月

に広報たけたにて発表予定。３月14日㈯の「荒城の月短歌大会」

にて表彰します。（個別の通知は入選者のみ）

応募方法

⑴窓口持参または郵送で提出する場合

  指定応募様式（大会公式ホームページよりダウンロード可能）

に必要事項を記入し提出。または官製はがきに作品、住所、氏名 

(ふりがな)、年齢、電話番号を記入し郵送。学校単位でまとめて

応募する場合には、青少年団体用様式に必要事項を記入し提出。

⑵応募フォームより投稿する場合

　大会公式ホームページの応募フォームに必要事項を入力し、投

稿してください。

応募締切　令和２年１月10日㈮必着

■提・問  竹田市役所企画情報課「荒城の月短歌大会」担当

　　   （〒878-8555　竹田市大字会々1650番地）☎63-4801

2019年10月発行15



　

い
っ
た
ん
登
録
し
て
し
ま
う
と
相

手
が
海
外
の
業
者
の
た
め
返
金
を
求

め
る
こ
と
は
難
し
く
、
何
か
月
に
も

渡
っ
て
料
金
を
払
い
続
け
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
っ
た
と
き
は
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

や
メ
ー
ル
で
退
会
の
申
し
出
を
し
、

速
や
か
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

に
連
絡
し
て
、
カ
ー
ド
番
号
の
変
更

等
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４ 

※
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

農
業
に
関
心
を
持
つ
女
性
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
、
農
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
方
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
子
様
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

日
時　

10
月
30
日
㈬　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時

会
場　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
４
０
４

会
議
室
（
大
分
市
金
池
南
）

日
程　

セ
ミ
ナ
ー　

午
前
10
時
30

分
～
正
午
▽
ラ
ン
チ
交
流
会　

正

午
～
午
後
１
時
▽
個
別
相
談
会　

 

午
後
１
時
～
３
時
（
希
望
者
の
み
）

参
加
料　

無
料

※
ラ
ン
チ
交
流
会
参
加
者
は
昼
食
代

５
０
０
円

定
員　

30
人

申
込
締
切　

10
月
25
日
㈮

■申
・
問 

大
分
県
新
規
就
業
・
経
営

体
支
援
課　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３

５
８
６

　

狩
猟
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
や
こ

れ
か
ら
狩
猟
を
始
め
た
い
と
考
え
て

い
る
方
を
対
象
と
し
た
「
狩
猟
の
魅

力
ま
る
わ
か
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
ト
ー
ク
や
若
手
ハ
ン
タ
ー

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
狩
猟
の
魅

力
に
つ
い
て
知
り
、
猟
具
の
展
示
や

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

よ
り
狩
猟
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？
当
日
は
ジ
ビ
エ
の
試
食
な
ど

の
狩
猟
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス
も

設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
３
日
㈰　

午
後
１
時
～

５
時

会
場　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
「
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
」
３
階

※
参
加
料
無
料
、
申
込
不
要
、
無
料

駐
車
場
あ
り

問 

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共

生
推
進
室　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３

８
７
６

　

つ
つ
が
虫
は
ダ
ニ
の
一
種
で
田
畑

や
山
間
部
に
生
息
し
ま
す
。
９
月
下

旬
～
12
月
上
旬
は
つ
つ
が
虫
病
の
発

生
が
多
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

発
熱
や
つ
つ
が
虫
の
刺
し
口
、
発

疹
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法

⑴
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋

を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
減
ら
す
。

⑵
肌
の
露
出
部
位
に
は
、
ダ
ニ
忌
避

剤
を
使
用
す
る
。

⑶
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
は
、
地
面

や
草
の
上
に
置
か
な
い
。

⑷
草
の
上
に
座
っ
た
り
、
寝
転
ん
だ

り
し
な
い
。

⑸
帰
宅
後
は
入
浴
し
て
体
を
洗
い
流

し
、
脱
い
だ
衣
類
は
す
ぐ
に
洗
濯
す

る
。

問 

大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健

課　

☎
０
９
７
４

－

22

－

０
１
６
２

　

県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

の
方
を
対
象
と
し
た
無
料
健
康
診
断

を
委
託
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
し

ま
す
。

対
象
者　

両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
県
内
に

お
住
ま
い
の
方

申
込
期
間　

10
月
21
日
㈪
～
11
月

29
日
㈮

実
施
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
令
和
２

年
１
月
10
日
㈮

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
保
健
所
（
豊

後
大
野
市
三
重
町
市
場
９
３
４

－

２
）
☎
０
９
７
４

－

22

－

０
１
６
２

　

成
年
後
見
人
は
家
庭
裁
判
所
が
関

与
し
て
、
認
知
症
、
知
的
・
精
神
障

が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
代
わ
っ
て
、
金
銭
管
理
や
契
約

な
ど
日
々
の
暮
ら
し
の
手
続
き
の
援

助
を
し
ま
す
。

農
業
・
狩
猟

お
お
い
た
女
性
就
農
セ
ミ
ナ
ー

狩
猟
の
魅
力
ま
る
わ
か
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

豊
肥
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

つ
つ
が
虫
病
に
ご
注
意

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す

る
無
料
健
康
診
断

講
座
・
講
義

市
民
後
見
人
養
成
講
座

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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たけたんインフォ

　

市
民
後
見
人
（
社
会
貢
献
型
成
年

後
見
人
）
に
関
心
の
あ
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、「
気
に
な
る
家
族
が
い
る
」

「
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
た
ら
不
安
」

と
い
う
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
30

日
㈯
・
12
月
１
日
㈰　

い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修

室
・
大
分
県
総
合
社
会
福
祉
会
館　

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■申
・
問 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
市

民
後
見
さ
さ
え
あ
い　

☎
・
FAX
０
９

７

－

５
４
３

－

５
３
０
０

　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
で
は
、

公
開
講
義
「
総
合
人
間
学
」
を
次
の

日
程
で
開
講
し
ま
す
。

10
月
４
日
㈮

題
目　

み
ん
な
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

講
師　

前
田
ケ
イ
さ
ん
（
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学
名
誉
教
授
）

10
月
11
日
㈮

題
目　

県
議
会
の
仕
組
み
と
役
割

講
師　

土
居
昌
弘
さ
ん
、
平
岩
純
子

さ
ん
（
大
分
県
議
会
議
員
）

10
月
18
日
㈮

題
目　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
作
ら
な
い

地
域
を
～
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）

当
事
者
と
し
て
～

講
師　

奥
結
香
さ
ん
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム 

コ
コ
カ
ラ
！
共
同
代

表
）

10
月
25
日
㈮

題
目　

病
気
と
と
も
に
よ
く
生
き
る

こ
と
を
支
え
る　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
―
看
護
の
役
割

講
師　

和
泉
成
子
さ
ん
（O

regon 

H
ealth

 an
d

 Scien
ce U

n
iversity 

A
ssistant P

rofessor

）

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
40
分
～

４
時
10
分

会
場　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

21
講
義
室

受
講
料　

１
回
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
無
料
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問 

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
教
務

学
生
グ
ル
ー
プ　

☎
０
９
７

－

５
８

６
－

４
３
０
３

日
時　

10
月
31
日
㈭　

正
午
～
午

後
３
時
（
診
察
予
定
時
間
）

会
場　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階
中
央

公
民
館

対
象
者　

補
装
具
費
の
支
給
を
受
け

た
い
方
（
義
肢
・
車
い
す
・
装
具
な

ど
）
や
、
補
装
具
が
処
方
ど
お
り
製

作
、
調
整
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認

す
る
補
装
具
適
合
判
定
を
受
け
た
い

方
（
補
装
具
製
作
業
者
の
同
席
が
必

要
）

費
用　

無
料

申
込
期
限　

10
月
11
日
㈮
ま
で

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
63

－

４
８
１
１
）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

大
分
県
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
友
の
会

で
は
大
分
県
南
部
保
健
所
と
の
共
催

で
、「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト 

イ
ン 

佐
伯
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

同
じ
疾
患
を
も
つ
方
同
士
で
お
互

い
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
あ
う
活
動

（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
）
を
通
し
て
、
い

ろ
ん
な
思
い
を
話
し
ま
せ
ん
か
？
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

10
月
25
日
㈮　

午
後
２
時
～

３
時
45
分

会
場　

南
部
保
健
所
１
階
会
議
室

（
佐
伯
市
向
島
１

－

４

－

１
）

問 

大
分
県
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
友
の

会　

☎
０
９
７
７

－

27

－

３
７
２
１
／

大
分
県
南
部
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
０
９
７
２

－

22

－

０
５
６
２

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

公
開
講
義
「
総
合
人
間
学
」

相
談
会

身
体
障
が
い
者
（
肢
体
不
自
由
）

巡
回
相
談
会

大
分
県
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
友
の
会

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト 

イ
ン 

佐
伯

岡城清掃の日 ボランティアを募集します

　秋の行楽シーズンを迎えるにあたり、観光客の

皆さまを気持ちよく迎えることができるよう、九州

電力グループをはじめ民間事業所の協力も得て、

岡城跡の草刈りや清掃作業を毎年行っています。

　今年も次の日程で開催しますので、多くの方の

ご参加をお願いします。石垣の清掃用具（刈払機、

鎌、なた等）については各自でご準備ください。

日時　10月12日㈯　午前８時～（３時間程度）

※雨天の場合は10月19日㈯に延期します。

集合場所　岡城跡駐車場

※参加いただける方

は、10月10日㈭まで

にお知らせください。

■申・問 まちづくり文

化財課 ☎63-4818

写真は昨年の様子→
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
保
有
者
）
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
の
向
上
に
向
け
た
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
２
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

会
場　

豊
後
大
野
市
民
病
院
会
議
室

※
介
護
事
業
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
大
分
県
支
部
・
迫
野　

☎
０
９
７
８

－

42

－

５
６
２
１

　　

都
市
緑
化
月
間
（
10
月
１
日
～
31

日
）
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ

Ｙ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

苗
木
や
花
の
苗
の
無
料
配
布
、
公

園
内
で
の
ゲ
ー
ム
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
な
ど
、
緑
や
公
園
に

つ
い
て
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
ハ
ー
モ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
入
園
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
一
部
除
く
）、
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
観
覧
も
無
料
と
な
り
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈪　

午
前
10

時
～
午
後
５
時
30
分
（
閉
園
は
午
後

６
時
30
分
）

会
場　

県
営
都
市
公
園
内
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
ラ
ン
ド
」

※
当
日
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
口

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
証
明
書
等
は
不
要
で
す
が
、

駐
車
料
金
が
別
途
必
要
で
す
。

問 

大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課　

☎
０
９
７

－
５
０
６

－

４
６
６
４

　

薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑵
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま

し
ょ
う

⑶
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑷
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

問 

お
く
す
り
１
１
０
番
（
薬
に
関

す
る
電
話
相
談
窓
口
）
☎
０
９
７

－

５
４
４

－

９
５
１
２　

※
午
前
10

時
～
12
時
、
午
後
１
時
～
３
時
（
20

日
㈰
・
22
日
㈫
を
除
く
）

　　

古
物
営
業
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
古
物
を
売
買
・
交
換

す
る
営
業
（
委
託
を
含
む
）
の
こ
と

を
言
い
、
営
業
す
る
場
合
は
警
察
署

へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
古
物
営
業
法
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現

在
許
可
を
受
け
て
い
る
方
も
令
和
２

年
４
月
頃
（
政
令
で
定
め
る
日
）
ま

で
に
「
主
た
る
営
業
所
等
届
出
書
」

を
提
出
し
な
い
と
、
許
可
が
失
効
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 
竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
63

－

２
１
３
１

社
会
適
応
訓
練
事
業

ス
ト
ー
マ
医
療
相
談
会

月
間
・
週
間

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ

10
月
17
日
～
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

竹
田
警
察
署
よ
り
お
知
ら
せ

古
物
営
業
を
営
む
方
へ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

竹田市ふるさとハローワークが移転しました

地元で働いてみませんか？ ふるさと求人情報

　竹田市ふるさとハローワークが９月30日㈪より、大分県豊肥振興局隣
のこども診療所跡に移転しました。
　「仕事を探したいけど、どんな仕事があるかわからない…」そんなあ
なたのお仕事探しをサポートします。相談にきめ細やかに対応しますの
で、お気軽にご利用ください。

①事務員 １人 14 ～ 15万円　②販売 １人 20 ～ 24万円　③大型ダンプ
運転手 １人 18.4 ～ 20.7万円　④清掃係 １人 15.3万円　⑤栄養士 １人 
15.5 ～ 17万円  ⑥准看護師 １人 19 ～ 23万円　⑦給油所スタッフ １人 
14.3 ～ 17.9万円　⑧医療事務 １人 14 ～ 16万円　⑨土木技術職 １人 
20.5 ～ 26万円　⑩学童支援員 １人 15.1 ～ 16.2万円　⑪配管工 １人 
15 ～ 20万円　⑫営業 １人 19 ～ 36万円
〔パート求人〕（時給）
⑬売場担当スタッフ １人 800円　⑭事務員 １人 800円　⑮食器洗浄・
片付け １人 900円　⑯介護職員 ２人 800 ～ 900円　⑰清掃員 ２人 
900 ～ 950円　⑱調理補助 ３人 800 ～ 900円　⑲ホール及びカウン
ター係 １人 1000円　⑳厨房係 １人 800円　㉑販売員 １人 800円　㉒
看護師 １人 1400 ～ 1800円　㉓養鶏作業員 １人 950円　㉔製造スタッ
フ ３人 1122円
問 竹田市ふるさとハローワーク（竹田市大字竹田1501番地２）
　  ☎63-1101 ／ FAX63-1102　※午前９時30分～午後５時（土・日・祝日除く）

大相撲阿蘇小国場所が開催されます
　熊本県小国町では、「冬巡業大相撲阿
蘇小国場所」を開催します。
　テレビで見る力士たちを間近で体感し
ませんか。詳しくは小国町ホームページ
をご覧になるか、ＡＳＯおぐに観光協会
（☎0967-46-4440）へお問い合わせくだ
さい。
日時　12月７日㈯　午前８時～午後３時
会場　 小国ドーム（阿蘇郡小国町宮原

214-2）
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監査公表／人権シリーズぬくもり ほか

人
権シリーズ　No.54

ラグビーと
人権

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

開
幕
し
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

合
わ
せ
、
東
京
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関

す
る
情
報
発
信
施
設
が
設
置
さ

れ
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
〝
Ｌ
〞=

レ
ズ
ビ
ア

ン
（
女
性
の
同
性
愛
者
）、〝
Ｇ
〞
＝

ゲ
イ
（
男
性
の
同
性
愛
者
）、〝
Ｂ
〞

＝
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
同
性
や
異

性
の
ど
ち
ら
に
も
恋
愛
感
情
を
持

つ
人
）、〝
Ｔ
〞
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
生
ま
れ
た
時
に
割
り
当
て
ら

れ
た
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
性
別
の

あ
り
方
を
持
つ
人
）
な
ど
、
性
的
少

数
者
の
総
称
で
す
が
、
私
た
ち
の
社

会
に
存
在
す
る
性
は
と
て
も
多
様
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
多
様
な

性
に
つ
い
て
、
ま
だ
社
会
で
十
分
に

理
解
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
特
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
偏
見

が
強
い
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
は
、

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
理
解
を

深
め
、
前
向
き
な
発
信
や
ア
ク
シ
ョ

ン
を
行
う
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
で
、
そ
の
こ
と
が
施
設
の
設
置

目
的
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
と
い
え
ば
「『O

n
e fo

r 

all,A
ll fo

r o
n
e

』
〜
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
〜
」
と
い
う
言
葉
が
合
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
分
と

違
う
も
の
を
排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
他
者
の
人
権
を
認
め
、
共
に
支

え
あ
っ
て
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
と
は
と
て

も
賑
や
か
で
輝
い
て
い
る
も
の
で

す
。
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

よ
う
に
、
敵
味
方
関
係
な
く
目
の
前

の
人
を
尊
重
し
、
思
い
や
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７  

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
受
講
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日
㈬
　
午
後
３
時
〜

会
場
　
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

内
容
　
子
ど
も
の
人
権

講
師
　
河
野
れ
い
子
さ
ん
（
大
分
県

人
権
問
題
講
師
団
）

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７ 

線路沿線の倒木災害
防止のお願い
　近年、木が線路内に倒れ込ん

で、設備を破損したり列車運行

の妨げとなる事象が発生してい

ます。

　線路近くの所有地で木を伐採

される際や、切った木が線路内

へ倒れ込んだり、法面上部より

落ちそうな作業を行われる際

は、JR九州へご相談ください。

木が線路に倒れ込むと

●線路をふさいで、列車が通れ

なくなります

●電線に引っかかった場合、感

電事故や信号トラブルの原因

となります

●列車に衝突して、乗車されて

いるお客さまが怪我をされる

ことがあります

倒木災害防止のために

●所有地に線路へ倒れそうな木

がないか、確認をお願いします

●線路に倒れそうな木はJR九州

へ相談のうえ、伐木などの対

策をお願いします

●緊急の場合、JR九州で伐木す

ることがあります

問 JR九州大分鉄道事業部

　  ☎097-513-5853

安全へのお願い JR九州

監

査

公

表
竹
田
市
監
査
委
員

児

　玉

　淳

　一

阿

　部

　雅

　彦

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
令

和
元
年
６
月
ま
で
の
各
月
に
お
い

て
、
市
長
部
局
、
上
下
水
道
課
及
び

教
育
委
員
会
の
監
査
を
実
施
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

    

市
長
部
局
・
上
下
水
道
課

■
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

　
部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
施
行
に

基
づ
き
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担

を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
施
策
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

　「
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
子
ど

も
を
育
て
る
」
保
育
方
針
の
目
標
に

向
け
て
、
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

■
上
下
水
道
課

　「
新
竹
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

着
実
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
る
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
簡
易
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
の
法
適
化
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

    

教
育
委
員
会

■
図
書
館

　
子
ど
も
司
書
認
定
講
座
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
読
書
活
動
の

推
進
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

人
権
学
習
学
級
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

↓

11
月
５
日
㈫
の
午
後
３
時
か
ら
「
令
和
元
年

度
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会
」
を
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
男
女
が
共
に
歩
む
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

2019年10月発行19



学び舎／まるごと博物館

　「
不
染
斉
随
筆
」
の
解
読
ノ
ー

ト
は
、
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年

12
月
12
日
か
ら
始
ま
り
３
０
０

ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
い
る
。

　
随
筆
の
原
本
は
８
冊
か
ら
な

り
藩
政
集
録
が
３
冊
、
藩
内
の

雑
事
に
つ
い
て
２
冊
、
追
録
が
３

冊
で
あ
る
。
中
川
家
の
興
隆
か

ら
文
化
年
間
ま
で
の
約
２
５
０

年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
に
感
想
を
付
し

て
い
る
。
古
田
中
務
広
計
で
、
文

化
８
（
１
８
１
１
）
年
の
百
姓
一

揆
後
、
責
任
を
負
い
隠
居
し
た

家
老
職
の
記
録
で
あ
る
。

　「

…

一
わ
た
り
読
む
う
ち
に
抜

き
書
き
せ
し
故
、
見
誤
り
書
き

も
ら
し
も
あ
る
べ
し
。」
と
あ
り

藩
の
記
録
を
閲
覧
し
て
い
る
。

文
化
９
年
の
秋
か
ら
文
化
11
年

の
夏
に
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
、

「
御
当
家
代
々
の
政
事
に
つ
い

て
他
に
知
ら
せ
た
く
な
い
事
も

多
い
。
吾
家
に
の
み
深
く
蔵
め

て
置
き
、
人
に
は
見
せ
て
は
な

ら
な
い
。」
と
断
り
書
き
が
あ
る
。

岡
藩
の
史
料
と
し
て
の
貴
重
さ

を
示
し
、
解
読
に
取
り
組
む
動

機
に
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
、
竹

田
市
中
央
公
民
館
長
と
な
り
社

会
教
育
活
動
で
史
談
会
を
主
宰

し
、
清
秀
が
戦
死
し
た
大
岩
山

の
史
跡
を
保
存
保
護
に
努
め
る

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
始
め

て
い
る
。
昭
和
48
年
竹
田
市
福

祉
事
務
所
長
に
、
昭
和
51
年
竹

田
市
立
図
書
館
長
（
嘱
託
）
と

し
て
54
年
ま
で
務
め
る
。
随
筆

の
解
読
へ
の
準
備
や
史
料
の
整

理
な
ど
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　
雑
事
追
録
の
部
分
に
は
、
広

計
が
幼
少
の
時
期
父
親
か
ら
聞

か
さ
れ
た
こ
と
、
御
家
中
に
か

か
わ
る
こ
と
を
子
孫
に
伝
え
る

た
め
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
続
け
て
、
解
読
し
た
時
代
の

背
景
や
事
柄
の
理
解
を
す
る
た

め
の
資
料
が
付
さ
れ
、
計
画
的

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ノ
ー

ト
は
足
達
計
司
氏
が
製
本
し
、

図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
岡
藩
の
茶
道
」、「
岡
藩
こ
ぼ
れ

話
」
の
著
書
も
あ
る
。

（
広
田
　
敦
）

阿部 隆好氏と「不染斉随筆」

ま
る
ご
と
博
物
館

167

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
本
校
は
、
２
０
０
３
年
４
月
に

旧
竹
田
中
学
校
と
双
城
中
学
校
が

統
合
し
て
、
新
た
に
竹
田
中
学
校

と
し
て
創
立
し
、
今
年
で
17
年
目

を
迎
え
ま
す
。
２
０
０
９
年
８
月

に
、
場
所
を
植
木
か
ら
現
在
の
旧

竹
田
商
業
高
校
跡
（
会
々
）
に
移

転
し
、
広
い
校
区
か
ら
全
校
生
徒

１
２
０
名
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
校
訓
「
継
続
は
力
な
り
」
の
も

と
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
が
一

体
と
な
っ
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
年
度
の
教
育
目
標

は
「
心
を
磨
き
、
心
を
耕
し
、
夢

実
現
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
無
我
夢

中
！
竹
田
中
」
で
す
。

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
ま
ず
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
「
に
っ
こ

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。
具
体

的
な
内
容
は
、

そ
の
１
　
笑
顔
で
挨
拶
し
、
相
手

も
笑
顔
に
し
よ
う
。
挨
拶
で
心
を

磨
い
て
、
学
校
を
元
気
に
す
る

「
に
っ
こ
り
挨
拶
」

そ
の
２
　
１
日
ひ
と
つ
、
に
っ
こ

り
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
言
葉
に
す
る
こ

と
で
、
心
を
耕
し
、
感
性
を
磨
く

「
に
っ
こ
りD

iary

」

そ
の
３
　
自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
楽
し
く
効
率
の
よ
い

勉
強
を
し
て
力
を
つ
け
る
「
に
っ

こ
り H

o
m

e W
o
rk

」

そ
の
４
　
楽
し
く
、
み
ん
な
で
テ

ス
ト
勉
強
を
進
め
る
「
に
っ
こ
り

テ
ス
ト
対
策
」

　
そ
の
他
に
も
、
生
徒
が
誇
り
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
①
本
校
の
伝

統
行
事
で
も
あ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」
。
各
ク
ラ
ス
が
グ
ラ

ン
プ
リ
を
目
指
し
て
心
を
ひ
と
つ

に
練
習
し
、
毎
年
素
晴
ら
し
い
合

唱
を
披
露
し
ま
す
。
②
地
域
の
一
員

と
し
て
地
域
貢
献
に
つ
い
て
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
と
と
も
に
、
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
に
行
う
「
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
活
動
」
。
長
期
休
業
中
に
各

学
年
が
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
清
掃

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
③
生

徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
竹
田
中
学
校

学
校
行
事
。
９
月
の
体
育
大
会
、

11
月
に
は
「
蛍
雪
祭
」
と
い
う
文

化
的
行
事
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
校
い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち
の

頑
張
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
方
・
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
学
校
教
育
へ
の
関
心
も
高
く
、

と
て
も
協
力
的
で
す
。
落
ち
着
い

た
家
庭
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
家
庭
で
の
メ
デ
ィ
ア
使
用
に
関

す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
、
あ
い
さ
つ

運
動
や
年
２
回
実
施
さ
れ
る
草
刈

作
業
な
ど
、
学
校
の
教
育
活
動
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
環
境
の
中
で
、
教
育
活
動
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
学
力
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
体
も
逞
し

く
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
阿
南
哲
也
）

↑図書館時代の阿部隆好氏

↑ミュージックフェスタ

↑マナーアップ活動

↑第17回体育大会

な
か
つ
か
さ
ひ
ろ
か
ず

あ べ たか ふ せん さいよし
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他250冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】

・老父よ、帰れ［朝日新聞出版］

・落花狼藉［双葉社］

・農業高校へ行こう！［家の光協会］

・世界はたくさん、人類はみな他人［かもがわ出版］

・夢もまた青し―志村の色と言葉―［河出書房新社］

・定本　柳宗民の雑草ノオト　秋［毎日新聞出版］

・角野栄子エブリデイマジック［平凡社］

・るるぶラグビー日本代表（JTBのMOOK）

・怒りにとらわれないマインドフルネス［大和書房］

・はたらく細胞　01～05［講談社］

　

【児童書】

・おしりたんてい　ラッキーキャットはだれのてに！［ポプラ社］

・学校プールのヤゴのなぞ［少年写真新聞社］

・おいらひょっとこ［チャイルド本社］

・秘密に満ちた魔石館［PHP研究所］

・わけがわかる中学理科［学研プラス］

・くらべよう！どうぶつの赤ちゃん１～７巻［小峰書店］

・あやしいぶたのたね［絵本館］

・どんぐりむらのぱんやさん［学研プラス］

久坂部　羊

朝井　まかて

全国農業高等学校長協会

本橋　成一

志村　ふくみ・志村　洋子・志村　昌司

柳　宗民・三品　隆司

角野　栄子

藤井　英雄

清水　茜

トロル

星　輝行

ザ・キャビンカンパニー

廣嶋　玲子　作／佐竹　美保　絵

学研プラス編

小宮　輝之

佐々木　マキ

なかや　みわ

　さあ、秋到来です。食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋、そ

してなんといっても読書の秋がやってきました！

　みなさん、ぜひ図書館へ行ってみましょう！本や雑誌だけで

なく、心地よい風が吹き抜ける居心地のよさを実感してみませ

んか！皆さまのお越しをお待ちしています。

　―〔地先〕その土地から先へつながって

いる場所―

　「五年の梅」で山本周五郎賞を、そして「生

きる」で直木賞、そのほか中山義秀文学賞

や大佛次郎賞、島清恋愛文学賞など数々受

賞している作家乙川優三郎の新刊が出まし

た。「地先」のほか七篇の作品が載せられて

います。八篇の物語がかきたてる勇気と感

動をぜひどうぞ。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　10月 ３日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　10月10日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　10月12日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「地先　CHISAKI」

乙川　優三郎　　徳間書店

「ねこの小児科医ローベルト」

木地　雅映子　作／五十嵐　大介　絵　　偕成社

児童書

10月

「子どもと一緒に覚えたい
　　　　　　野鳥の名前」

山崎　宏　監修　　マイルスタッフ

おまけの
一冊

一般書

　よなかにぐあいのわるくなった子どもの

ところにきてくれるおいしゃさん、それが

ローベルト先生です。夜間救急専門小児科

医　松田ローベルト　090－…と電話帳に

書かれていてそれがチカッチカッと光るん

ですって！こんやはどんなおうちにいくので

しょうか？そしてどんなふうに診てくれるの

でしょう？気になる人はぜひ読んでみてね！

　わたしたちのもっとも身近な野生動物の

ひとつに野鳥がいます。ほぼ毎日、さえずり

を聴きその姿を目にしています。この本は野

鳥のことを全く知らない親子が読んでも理

解ができ、楽しめる一冊です。本当に身近な

鳥だけをイラストや写真で紹介しています。

　目の前にいる小さな鳥は恐竜の子孫だそ

うです。また、他の生き物にはない特徴をた

くさん持っています。鳥ってすごい！ぜひこ

の本で身近な鳥を覚えてみませんか。
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市長コラム

〈第121回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

←竹田混声合唱団の皆さん

が披露してくれた懐かし

い名曲の数々。時空を越

え、歌の記憶を呼び起こし

てくれた

『
歌
は
世
に
つ
れ

　世
は
歌
に
つ
れ
』

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
開
館
１
周
年
を
前
に
し

て
、
９
月
１
日
に
は
竹
田
混
声
合
唱
団
の
40

周
年

定
期
演
奏
会
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
前
、
５
月
に
は
コ
ー
ル
竹
田
メ
リ
ー
ズ
が

25

周
年
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
、
ど
ち

ら
も
廉
太
郎
ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ
満
員
に
な
る
ほ
ど
の

大
盛
況
だ
っ
た
。

　
す
で
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
今
年
で
73

回
目
を

迎
え
る
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
の
実
行
委
員
会
が
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文

化
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
全
国
規
模
の
表
彰
も
、

そ
の
背
景
に
は
地
域
住
民
に
根
差
し
た
音
楽
活
動

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
竹
田
市
民
と
し
て
は
大

い
に
胸
を
張
っ
て
い
い
栄
誉
で
あ
る
。

　
さ
て
。
混
声
合
唱
団
の
方
々
か
ら
挨
拶
を
求
め

ら
れ
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
拝
見
す
る
と
、
第
１
部
は
昭

和
・
平
成
・
令
和
へ
を
テ
ー
マ
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
曲
目
は
「
ブ
ル
ー
シ
ャ

ト
ー
」
や
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
な
ど
耳
慣
れ

た
も
の
ば
か
り
。

　
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
と
言
わ
れ
る
け

れ
ど
、
本
当
に
そ
の
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が

流
行
っ
た
時
代
の
こ
と
が
自
分
史
と
重
な
っ
て
思
い

起
こ
さ
れ
る
。
文
化
芸
術
音
楽
は
時
空
を
越
え
て
、

多
く
の
人
々
の
心
に
等
し
く
感
動
と
勇
気
と
豊
か

さ
を
授
け
て
く
れ
る
も
の
だ
と
教
え
ら
れ
る
。

　
ふ
と
。
も
し
、
あ
な
た
の
思
い
出
の
歌
は
何
で

す
か
？
と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
ど
ん
な
歌
を
あ
げ

る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
私
は
昭
和
28

年
の
生
ま
れ

だ
が
、
物
心
が
つ
い
た
頃
、
路
地
裏
に
流
れ
て
い

た
の
は
フ
ラ
ン
ク
永
井
の
『
有
楽
町
で
逢
い
ま

し
ょ
う
』
や
歌
手
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
『
お
ー

い
中
村
君
』
だ
っ
た
り
、
映
画
館
か
ら
流
れ
て
い

た
の
は
ス
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ツ
の
『
黄
色
い
さ
く
ら

ん
ぼ
』
だ
っ
た
り
し
た
。
遊
び
な
が
ら
先
輩
た
ち

と
口
ず
さ
ん
だ
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
歌
の
記
憶
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の

歌
こ
そ
わ
が
人
生
の
歌
だ
と
言
え
る
の
は
多
く
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
私
に
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
歌
が
あ

る
。
そ
の
歌
は
小
学
校
２
年
生
の
時
に
初
め
て
聴

い
た
。
そ
し
て
、
初
め
て
涙
を
流
し
な
が
ら
歌
っ

た
。
「
雨
が
ふ
り
ま
す

　雨
が
ふ
る
」
で
始
ま
る

『
雨
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
小
学
校
２
年
生
と
い
え
ば
、
８
歳
。
い
ま
か
ら

58

年
前
だ
。
実
は
晩
秋
の
あ
る
日
の
朝
、
担
任
の

吉
見
力
先
生
が
普
段
と
ち
が
う
様
子
で
教
室
に

入
っ
て
来
ら
れ
た
。
見
る
と
、
先
生
の
目
は
真
っ

赤
に
腫
れ
上
が
っ
て
い
る
。
教
壇
に
立
っ
た
先
生

は
静
か
に
こ
う
話
さ
れ
た
。

　
「
昨
日
、
別
大
国
道
の
仏
崎
で
起
こ
っ
た
山
崩

れ
で
、
下
を
走
っ
て
い
た
電
車
が
埋
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
電
車
に
乗
っ
て
い
た
人
の
う
ち

31

名
の
方
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
実
は
、
そ
の

中
に
私
の
兄
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
兄
さ
ん
は
死
ん

思
い
出
は
音
楽
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く

だ
ん
で
す
」
と
。
声
を
ふ
り
絞
る
よ
う
に
そ
こ
ま

で
話
さ
れ
た
先
生
は
、
目
に
涙
を
た
め
な
が
ら
教

室
の
オ
ル
ガ
ン
に
向
か
い
、
そ
し
て
静
か
に
歌
い

始
め
た
。
「
雨
が
ふ
り
ま
す
　
雨
が
ふ
る
　
遊
び

に
行
き
た
し
傘
は
な
し
　
紅
緒
の
木
履
も
　
緒
が

切
れ
た
」
。

　
歌
い
終
わ
る
と
先
生
は
、
「
今
日
は
み
ん
な
と

一
緒
に
い
れ
な
い
け
れ
ど
、
ご
め
ん
ね
」
と
私
た

ち
に
言
い
残
し
て
教
室
を
後
に
し
た
。
８
歳
の
こ

ど
も
た
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
悲
し
い
出
来
事
の
こ

と
は
理
解
で
き
た
は
ず
だ
。
そ
の
日
は
、
み
ん
な

の
小
さ
な
胸
に
も
雨
が
降
り
続
い
た
に
ち
が
い
な

い
。

　
58

年
前
の
こ
の
一
場
面
、
確
か
に
明
る
い
思
い

出
で
は
な
い
。
し
か
し
、
８
歳
と
新
任
で
23

歳
の

若
き
恩
師
を
結
び
つ
け
た
『
雨
』
は
、
世
代
を
越

え
て
人
生
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
の
で

あ
る
。

　
40

周
年
記
念
の
お
祝
い
に
添
え
て
、
私
は
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
前
日
、
久
し
ぶ
り
に
吉
見
先
生
の
ご
自
宅
に
電

話
を
す
る
と
、
奥
様
も
先
生
も
と
て
も
お
元
気
そ

う
で
安
心
し
た
。
先
生
に
、
あ
の
日
の
こ
と
を
お

話
し
し
た
い
と
お
伝
え
し
た
ら
、
「
首
藤
さ
ん
、

ど
う
ぞ
私
の
名
前
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
良
く
そ

ん
な
ふ
う
に
憶
え
て
い
て
く
れ
た
ね
。
私
は
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
あ
ら
た
め
て
思
う
。
記
憶
は
年
と
と
も
に
薄
ら

い
で
い
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
感
動
し
た
思
い
出

は
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
成
長
し
て
い
く
も

の
だ
と
。
歌
の
思
い
出
も
ま
た
し
か
り…

。

つ
と
む

ゆ

べ
に  

お

か
っ  

こ

お
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40年歌い繋いだハーモニー／アッパレ！100歳以上44人

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

の
だ
と
。
歌
の
思
い
出
も
ま
た
し
か
り

　
９
月
１
日
、
竹
田
混
声
合
唱
団

（
大
塚
廣
代
表
、
36

人
）
の
「
第
40

回
記
念
演
奏
会
」
が
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
42

年
前
に
市
内
の
３
つ
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
合
併
し
結
成

さ
れ
た
竹
田
混
声
合
唱
団
は
、
１
９

７
９
年
に
第
１
回
定
期
演
奏
会
を
開

催
。
団
員
の
減
少
や
豪
雨
被
害
に
よ

る
会
場
の
変
更
な
ど
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
毎
年
演
奏
会
を
開
い

て
き
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
の
初
の
定
期

演
奏
会
は
記
念
す
べ
き
40

回
目
の
演

奏
会
と
な
り
、
会
場
に
は
６
０
０
人
を

超
え
る
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
の

「
花
の
首
飾
り
」
や
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
「
い
と
し
の
エ
リ
ー
」、

米
津
玄
師
の
「L

e
m

o
n

」
な
ど
、
昭

和
・
平
成
・
令
和
の
３
つ
の
時
代
を

象
徴
す
る
ヒ
ッ
ト
曲
を
集
め
た
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
。
第
２
部
で
は
団
創
立
当
初
か
ら

指
揮
者
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、

今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
野
仲
袈
生

さ
ん
が
独
唱
を
、
第
３
部
で
は
第
１

回
定
期
演
奏
会
で
演
奏
し
た
混
声
合

唱
組
曲
カ
ン
タ
ー
タ
「
土
の
歌
」
を
、

団
員
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

歌
い
上
げ
る
と
、
来
場
者
か
ら
万
雷

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

40
年
歌
い
繋
い
だ
ハ
ー
モ
ニ
ー

↑美しいハーモニーを披露した竹田混声合唱団の皆さん

↑伸びやかな歌声で観客を魅了する野仲

袈生さん。伴奏は次女の嘉藤百合子さん

次は卒寿のステージ

　
深
み
の
あ
る
魅
惑
的
な
バ
リ
ト
ン

ボ
イ
ス
。
野
仲
袈
生
さ
ん
（
88

歳
・

太
田
政
所
）
が
音
楽
の
道
を
志
す
契

機
と
な
っ
た
の
は
高
校
２
年
生
の
と

き
。
竹
田
に
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
た
清
水
（
福
田
）
五
彦
先

生
と
の
出
会
い
だ
。「『
流
行
歌
は
お

茶
漬
け
の
味
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
懐
石

料
理
の
味
。
ど
ち
ら
も
大
切
な
音
楽

じ
ゃ
』
と
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
そ

の
一
言
が
、
は
や
り
の
歌
ば
か
り

歌
っ
て
い
た
自
分
を
変
え
た
」

　
教
員
と
な
り
、
22

歳
の
と
き
に
出

場
し
た
全
国
青
年
大
会
で
は
、
島
崎

藤
村
の
「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
」

を
歌
い
、
２
名
入
賞
の
う
ち
の
一
人
に
。

「
あ
の
当
時
、
瀧
廉
太
郎
ゆ
か
り
の
地

と
言
い
な
が
ら
竹
田
に
は
合
唱
団
が

な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
の
音
楽
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
よ
う
と
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
を
ま
と
め
、
団
を
立
ち
上
げ
た
」

　
以
降
、
毎
年
開
く
演
奏
会
で
は
必

ず
組
曲
を
披
露
し
、「
こ
の
40

年
、

音
楽
を
通
じ
団
員
と
苦
楽
を
共
に
し

て
き
た
」
と
話
す
野
仲
さ
ん
。「
音

楽
は
私
に
と
っ
て
『
生
き
が
い
』
そ

の
も
の
。
次
は
『
卒
寿
』
の
ス
テ
ー

ジ
で
歌
い
た
い
」
と
柔
和
な
表
情
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

け
さ  

お
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第175回 郷土の植物
（366）

　
丘
陵
地
か
ら
山
地
の
草
原
や
疎

林
内
に
生
育
す
る
高
さ
１
㍍
ほ
ど

の
多
年
草
で
す
。
茎
は
直
立
し
、
上

部
で
細
長
な
枝
に
分
か
れ
ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
下
部
で
は
卵
形
で

掌
（
手
の
ひ
ら
の
形
）
状
に
中
裂

し
、
長
さ
25
㌢
、
幅
は
10
㌢
ほ
ど
で

す
。
裏
面
は
白
毛
を
密
生
し
て
い

て
刺
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
部
に
つ

く
葉
は
小
さ
い
披
針
形
で
鋸
歯
が

あ
り
、
先
端
は
と
が
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
頃
、
頭
花
（
複
数
の
花
が

集
ま
っ
て
１
個
の
花
の
よ
う
に
見

え
る
）
の
小
花
は
白
く
て
５
裂
す

る
管
状
花
が
集
ま
っ
て
径
３
・

５
㌢
ほ
ど
の
花
を
横
向
き
に
咲
か

せ
ま
す
。
雄
し
べ
は
雌
し
べ
よ
り

長
く
外
へ
突
き
出
て
白
い
花
粉
を

出
し
ま
す
。
総
苞
（
花
を
保
護
す

る
苞
葉
片
の
集
ま
り
）
は
球
状
鐘

形
で
、
ま
ば
ら
に
ク
モ
毛
が
あ
り

多
数
の
総
苞
片
は
針
状
（
写
真
）

に
と
が
り
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
葉
が
キ
ク
の
葉

に
似
て
い
て
、
山
に
生
え
葉
裏
に

密
生
す
る
白
毛
を
火
口
（
火
打
ち

石
で
出
し
た
火
を
移
し
取
る
物
）

に
利
用
す
る
こ
と
で
菊
葉
山
火
口

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

高
原
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
植
物
で

個
体
は
少
な
い
で
す
。
大
分
県
の

絶
滅
危
惧
種
。
花
期
は
10
月
か
ら

11
月
で
す
。

き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

そ

り
ん
な
い

く
き

ち
ょ
く
り
つ

ほ
そ
な
が

ご   

せ
い

ら
ん
け
い

し
ょ
う

じ
ょ
う

ち
ゅ
う
れ
つ

り  

め
ん

み
っ 

せ
い

と
げ

ひ  

し
ん
け
い

せ
ん
た
ん

と
う  

か

ふ
く
す
う

あ
つ

し
ょ
う
か

か
ん
じ
ょ
う
か

よ
こ  

む

あ
つ

お

め

れ
つ

き
ょ   

し

え
だ

わ

つ

か  

ふ
ん

そ
う
ほ
う

ほ    

ご

ほ
う
よ
う
へ
ん

き
ゅ
う
じ
ょ
う
し
ょ
う

け
い

そ
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成30年度〉

「市民に信頼される質の高い行政サービスの提供を」

　地方公務員法第58条の２及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成30年度の

竹田市人事行政の運営等の状況について公表します。

　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

　竹田市の職員数は、平成17年の合併後176人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での類

似団体の中で、人口１万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。

　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数の削

減に努めているところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人一人

のマンパワーを活用し、住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化、地方創生への取り組みに役立てて

いきます。

１．職員の任免及び職員数に関する状況

（１）採用と退職の状況

２．職員の給与の状況

（１）人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

平成30年４月１日現在職員数

348人

退職者

22人

採用者

20人

平成31年４月１日現在職員数

346人

30年度 31年度

議会

総務

税務

民生

衛生

労働

農水

商工

土木

４

68

15

40

20

1

43

9

26

226

4

70

15

42

17

1

44

9

23

225

0

2

0

2

▲3

0

1

0

▲3

▲1

（２）部門別職員数の状況

平成17年
４月１日
職員数

平成31年
４月１日職員数

数値目標

区分
住民基本台帳人口

（平成31年３月31日）
歳出額

A
人件費

B
職員給与費

C
人件費率

B/A
職員給与費率

C/A

30年度

（３）定員管理計画の状況

（２）職員の給与費の状況（平成31年度普通会計予算）

【職員削減の状況】平成30年…△２人　平成29年…△４人　平成28年…△10人

※１ 職員手当には退職手当を含みません。
※２ 給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３ 職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（特別職は含みません）

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。

一
般
行
政
部
門

部門

計

対前年比
（人）

職員数（人）

30年度 31年度

教育

警察

消防

計

病院

水道

交通

下水道

その他

計

34

0

57

91

0

7

0

4

20

31

348

34

0

57

91

0

6

0

4

20

30

346

0

0

0

0

0

▲1

0

0

0

▲1

▲2

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
部
門

部門
対前年比
（人）

職員数（人）

合計

522人 351人

対17年
増減数

△171人

対17年
増減率

△32.8%

平成31年
４月１日職員数

実　績

346人

対17年
増減数

△176人

対17年
増減率

△33.7%

人 千円
21,060,337

千円
3,440,026

千円
1,933,056

％
16.3

％
9.221,644

区分
給料

職員数
Ａ

31年度
人

336
千円

1,442,430

職員手当

給与費

千円
262,003

期末・勤勉手当

千円
623,804

千円
2,328,237

千円
6,929

計
B

1人当り給与費（予算額）
B/A
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成30年度〉

（３）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （４）職員の初任給の状況（削減後額）

※平成31年４月１日から令和２年３月31日までの間は、給料月額
　を階級に応じて0.5％～5.5％の減額措置を実施しています。

※令和２年３月31日までの間は、給料月額を市長12%、副市長８%、教育長８%の減額措置を実施しています。

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

区分

一般行政職

平均給料月額

　　　　351,000円

 

平均年齢

46.1歳 

区分

大学卒

高校卒

初任給 採用後２年経過時

186,264円

152,235円

198,702円

166,364円

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額(減額後)の状況

区　分 経験年数10年

　　　　　226,860円

経験年数15年

　　　　　267,092円

経験年数20年

　　　　    337,058円

平成31年４月１日現在

平成31年４月１日現在

平成31年４月１日現在

平成31年４月１日現在

平成31年４月１日現在

平成31年４月１日現在

（７）職員手当の状況

①期末・勤勉手当

区分

6月期

12月期

役職による加算措置５～15%

期末手当

1.30月分

1.30月分

勤勉手当

0.925月分

0.925月分

種類

給料

報酬

区　分

市　長

副市長

教育長

議　長

副議長

議　員

給料月額等 減額後給料月額 期末手当

     6月期　1.675月分

　12月期　1.675月分

加算措置　15%

※１ 取得状況は、平成30年１月１日～平成30年12月31日の暦年での取得状況です。
※２ 上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３ 育児休業は、平成30年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

種　類 概　要 取得状況

7.1日／年

0人

5人

年次有給休暇

介護休暇

育児休業

勤続年数

勤続20年

勤続25年

勤続35年

自己都合 勧奨・定年

令和元年６月１日現在

一般行政職

１週間の勤務時間

38.75時間

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時

休憩時間

午後０時15分～午後１時

週休日

土曜日・日曜日

区　分 項　目

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

時間外手当

特殊勤務手当

配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者11,000円、他7,000円～15,500円

借家（最高27,000円）

２km以上の通勤距離に応じて支給。2,250円～23,290円

管理職に対して支給。給料月額５％～10％

正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給

税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

高校卒

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

（６）級別職員数（一般行政職）の状況

区　分

標準職務 主事 主任 主査 -
係長

副主幹
課長補佐

主幹
理事
課長

課長
参事

課長補佐

職員数（人）

構成比（％）

４

2.0

14

6.9

22

10.8

82

40.4

31

15.3

20

9.9

30

14.7

0

0

203

100.0

②退職手当

③諸手当

（８）特別職の報酬などの状況

（２）休暇等の状況

３．職員の勤務時間及び休暇等の状況

（１）勤務時間の状況

716,320円

600,760円

538,200円

-円

-円

-円

814,000円

653,000円

585,000円

402,000円

362,000円

340,000円

暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越すことができる。

介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期間内（無給休
暇）

子が３歳に達する日までの期間（無給休暇）

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分
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※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

研修名 内　容

職場研修

基本・職務研修

派遣研修

竹田セミナー（法制執務研修、我が事・丸ごと地域共生社会推進講演会、7.12竹田市防災の日特別
講演、財務事務研修、メンタルヘルスセミナー、議会傍聴研修、人権教育研修ほか）

課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務研修、公金
徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、管理者のリーダーシッ
プ研修、リスクマネジメント研修、説明力向上研修ほか

全国地域づくり人材塾、超高齢化社会に向けた医療と介護の連携の推進、法令実務A～法務の基礎
と実務～、アート（文化芸術）を活用した地域振興、自治体の自立的な財政運営、住民税課税事務、
社会的孤立の増加への対応、これからの自治体業務改革、自治体の内部統制と監査機能ほか

項　目 内　容

定期健康診断

各種がん検診

その他

前立腺がん（89人・50歳以上男性）
乳がん（99人・女性）

脳疾患検査（55人・45歳 50歳 55歳 58
歳）、ピロリ菌（36人・30歳 45歳 58歳）、
HCV抗体検査（64人・20歳以上５歳きざ
み）、胸部CT（55人・45歳 50歳 55歳 58歳）

基本検査（348人）

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成30年度）

６．職員の研修の状況（平成30年度）

１．職員互助会の運営状況（平成30年度）

２．健康管理事業の状況（平成30年度）

加入団体 認定件数 災害の内容

地方公務員

災害補償基金

大分県支部
３件 公務上の負傷

３．公務災害補償の状況（平成30年度）

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなけれ

ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられて

います。

○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務　

○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

　竹田市では、地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき、職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政

運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し

なければならない。〔地方公務員法第42条〕

免職

0

降任

0

降給

0

休職

0

計

0

免職

0

停職

0

減給

0

懲戒処分（人）

戒告

0

計

0

分限処分（人）

７．その他

（１）公平委員会業務の状況（平成30年度）

①勤務条件に関する措置の要求の状況

措置要求件数

0

終結件数

-

不服申立て件数

0

終結件数

-

②不利益処分に関する不服申立ての状況

福利厚生事業の状況の概要〈平成30年度〉

団体名

竹田市職員共済会

会員数

351人

公費率

30%

主な事業

給付事業、文化厚生事業、普及事業

市補助金

3,103千円

竹田市人事行政・福利厚生事業に関するお問い合わせは、総務課職員係（☎63-1111　内線216・217）まで
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11月１日は「おおいた教育の日」です
令和元年度「おおいた教育の日」普及期間（10/１㈫～11/30㈯）に、市内では主に次の行事が予定されています。

一
般
行
政
部
門

行　事　名 行 　 事 　 の 　 概 　 要 開催日程 会　場 問い合わせ先

PTA親子ふれあい集会

親子人権講演会

地域ふれあい作品展

地域清掃奉仕活動

人権教育研究発表会

人権教育研究発表会

稲刈り体験学習

ふれあいフェスタ

地域ふれあい作品展

木村雄太コンサート

園開放日

親子人権講演会

校内弁論大会

稲刈り体験

ふれあい学級

学校公開（敬老福祉・
食彩まつり）

大船っ子集会

祖父母学級

着ぐるみ人形劇並びに
就学前教育講演会

音楽発表会

校内日本語弁論大会

芋ほり

ふれあい収穫祭

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭

親子オリエンテーリング

授業公開

第２回オープンスクール

荻ふるさと祭り

芋掘り集会

図書館まつり

ゴミ０大作戦Ⅱ

授業公開・人権講演会

土曜公開授業
卒業生講話

授業公開日

学校公開日

ふれあい集会

文化祭

直入中学校文化祭

なかよしまつり

文化祭

螢雪祭

校内文化祭

久住高原農業高校
収穫祭

なかよしようちえんパートⅡ

公開授業

強歩大会

入田地区文化祭

文化祭

文化芸術による子ども
育成総合事業

10月５日

10月６日

10月７日～11日

10月９日

10月10日

10月12日

10月12日

10月13日

10月15日～25日

10月16日

10月20日

10月20日

10月23日予定

10月25日予定

10月26日

10月27日

10月29日

10月29日

10月30日

10月30日

10月下旬

11月上旬

11月上旬

11月１日

11月２日

11月２日

11月２日

11月３日

11月５日

11月７日

11月８日

11月９日

11月９日

11月12日

11月14日

11月16日

11月16日

11月16日

11月16日

11月17日

11月17日

11月17日

11月17日

11月19日

11月19日

11月22日

11月23日

11月23日

11月26日

豊岡小学校

都野小学校

サンリブ竹田店

宮處野神社・墓地公園

直入中学校

都野小学校

竹田市九重野百木
音無円形分水

南部小学校

竹田医師会病院

くじゅうサンホール

しらゆり幼稚園

竹田小学校

緑ヶ丘中学校体育館

久住小学校作付水田

直入小学校

宮城台小学校教室
及び体育館

都野小学校

菅生小学校体育館

竹田市総合
社会福祉センター

荻小学校体育館

久住中学校

竹田市上鹿口の畑

君ヶ園の芋畑及び
南部幼稚園

グランツたけた

白丹小学校区

竹田南部中学校

竹田南高等学校

荻福祉健康エリア

竹田市飛田川の畑

久住小学校

菅生小学校運動場及び菅生地区

荻小学校各教室・体育館

都野中学校
ランチルーム

久住小学校

竹田小学校

豊岡小学校

竹田南部中学校

直入中学校

竹田支援学校

緑ヶ丘中学校体育館

竹田中学校体育館

くじゅうサンホール

久住高原農業
高等学校

南部小学校・南部幼稚園

竹田高等学校

竹田高等学校

祖峰小学校体育館

都野中学校体育館

城原小学校体育館

豊岡小学校 ☎63-1063

都野小学校 ☎77-2003

竹田支援学校 ☎63-0722

都野小学校 ☎77-2003

直入中学校 ☎75-2260

都野小学校 ☎77-2003

祖峰小学校 ☎62-2956

南部小学校 ☎63-1064

竹田支援学校 ☎63-0722

久住高原農業高等学校
　　　　　 ☎77-2200

しらゆり幼稚園 ☎63-2223

竹田小学校 ☎63-1062

緑ヶ丘中学校 ☎68-2012

久住小学校 ☎76-0019

直入小学校 ☎75-2250

宮城台小学校
　　　　　 ☎66-2053

都野小学校 ☎77-2003

菅生小学校 ☎65-2221

竹田幼稚園 ☎63-1081

荻小学校　 ☎68-2006

久住中学校 ☎76-0049

竹田幼稚園 ☎63-1081

南部幼稚園 ☎63-1084

久住中学校（教振） ☎76-0049

白丹小学校 ☎76-1151

竹田南部中学校 ☎63-1072

竹田南高等学校 ☎63-3223

荻支所　　 ☎68-2211

しらゆり幼稚園 ☎63-2223

久住小学校 ☎76-0019

菅生小学校 ☎65-2221

荻小学校　 ☎68-2006

都野中学校 ☎77-2004

久住小学校 ☎76-0019

竹田小学校 ☎63-1062

豊岡小学校 ☎63-1063

竹田南部中学校 ☎63-1072

直入中学校 ☎75-2260

竹田支援学校 ☎63-0722

緑ヶ丘中学校 ☎68-2012

竹田中学校 ☎63-1070

久住中学校 ☎76-0049

久住高原農業高等学校
　　　　　 ☎77-2200

南部幼稚園 ☎63-1084

竹田高等学校 ☎63-3401

竹田高等学校 ☎63-3401

祖峰小学校 ☎62-2956

都野中学校 ☎77-2004

城原小学校 ☎66-2013

家族のふれあい活動（軽スポーツ）

親子で命の尊さや人権の大切さについて学ぶ

絵画等児童生徒の作品及び作業学習で製作した製品等の紹介

宮處野神社・戦没者墓地公園の清掃活動

竹田市の指定を受けて人権教育研究発表会を行う

大分県・竹田市の指定を受けて人権教育研究発表会を行う

九重野地区の方 と々稲刈り体験を通した交流会

地域の調べ学習の発表、午後はバザーを行う

絵画等児童生徒の作品及び作業学習で製作した製品等の紹介

県出身のバリトン歌手で本校の校歌を歌っていただいて
いる木村雄太さんのコンサート

親子で一緒に遊ぶ

親子で命の尊さや人権の大切さについて学ぶ

学級（学年）代表２名による弁論大会

５月に植えた稲の収穫を５年生が行う

授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動

授業公開、地域の方や保護者とのもちつき、地域行事への
参加

都野小学校児童・都野中学校生徒による合同音楽発表会

授業公開・祖父母の方 と々のふれあい活動等

子どもたちは着ぐるみ人形劇鑑賞。保護者は講演会による
研修を行う

荻小学校児童と緑ヶ丘中学校生徒の合同音楽発表会

各学年代表による日本語弁論大会

園児と上鹿口老人クラブの方々によるサツマイモの収穫

君ヶ園老人クラブの方 と々園児が芋ほりをし、収穫後、園内
で交流会を行う

市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による演奏発表会

白丹地域を親子で歩き、地域の歴史や文化に触れるととも
に、地域の清掃活動を行う

日頃の授業を地域の方や保護者に見ていただく

学校の取り組みの紹介

合唱や合奏などのステージ発表

園児と地域の方との交流（サツマイモ掘りと収穫祭）

読書もりもり月間の取り組みで本のよさや読書の楽しさを知る

地域のゴミ拾い・清掃活動

授業公開及び人権講演会を行い、親子で人権について学ぶ

卒業生をＧＴ（ゲストティーチャー）に招いて、高校生活に
ついて話を聞く

日頃の授業の様子を公開

授業の様子を保護者や地域の方に公開

老人会とのふれあい活動

日頃の文化的教育活動の取り組みを発表

演劇・弁論・合唱・教科展示など

地域交流を兼ねた学習発表会

演劇・合唱などの発表

演劇・展示・合唱・演奏などの発表

演劇・合唱の発表と教科などの展示

生徒が授業や実習で栽培・製造した農産物の即売及び本
校の活動などを展示紹介

市内公立幼稚園３園の園児たちによる交流会

日頃の授業及び研究授業（６限）を公開

１～３年生を対象とした強歩大会を実施

入田地区の文化祭行事へ児童の出演

校内文化祭を保護者や地域の方へ公開

巡回公演
「話芸の三きょうだい～落語･講談･浪曲の世界～」
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